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市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　

私
は
、
市
町
村
合
併
を
主
導
し
て

き
た
立
場
と
し
て
、
こ
の
８
年
間
、

市
民
の
皆
様
に「
合
併
し
て
良
か
っ

た
」と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

を
第
一
に
、
各
地
域
が
誇
る
歴
史
、

文
化
、
伝
統
や
ま
ち
づ
く
り
の
取
組

な
ど
を
継
承
し
な
が
ら
、
新
上
田
市

の
将
来
像
で
あ
る「
日
本
の
ま
ん
中 

人
が
ま
ん
中 

生
活
快
適
都
市
」の
実

現
を
目
指
し
、
各
種
政
策
課
題
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
参
加
と

協
働
に
よ
る
住
民
自
治
を
実
践
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
、「
福
祉
」・

「
医
療
」・「
介
護
」・「
子
育
て
支
援
」

な
ど
の
社
会
保
障
の
充
実
を
図
り
、

市
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、

市
政
経
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

上
田
市
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

　

私
は
、
４
地
域（
旧
上
田
・
丸
子
・

真
田
・
武
石
）の
融
和
を
図
り
つ
つ

新
市
の
基
盤
を
固
め
た「
揺よ
う

籃ら
ん

期
」、

そ
し
て
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ

り
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
着
実
な

成
果
を
上
げ
て
き
た「
成
長
・
発
展

期
」を
経
て
、
今
後
の
４
年
間
を「
こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
改
革
を
検
証

し
、
次
な
る
飛
躍
の
基
盤
を
固
め
る

た
め
の
安
定
・
成
長
期
」と
し
て
捉

え
、
上
田
市
の
持
続
的
発
展
を
目
指

し
各
種
施
策
に
全
身
全
霊
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
２
年
後
に
は
合
併
後
10
年

の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
市
民

の
皆
様
か
ら
の
提
案
等
も
い
た
だ
き

な
が
ら
、明
る
い
未
来
に
つ
な
が
る
、

ま
た
夢
の
あ
る
合
併
10
周
年
の
記
念

事
業
を
企
画
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
丸
子
・
真
田
・
武
石
地

域
の
魅
力
を
活
か
し
た
、
地
域
活
性

化
に
資
す
る
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

私
の
ビ
ジ
ョ
ン

　

私
が
お
約
束
し
た「
私
の
ビ
ジ
ョ

ン（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
２
０
１
４
）」は
、

上
田
の
輝
か
し
い
未
来
を
見
据
え
た

　

こ
の
度
、
市
民
の
皆
様
か
ら
負
託
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
新
生
上
田
市
３
期
目
の
市
政
を
担に
な

わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
挙
期
間
中
に
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
市
政
に
対
す
る
様
々
な
思
い
や
貴
重
な
ご
意
見
を
拝は
い

聴ち
ょ
う

し
、

市
政
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
と
職
責
の
重
さ
に
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
信
頼
と
期
待
に
お
応
え
す
る
た
め
、
新
た
な
決
意
と
情
熱
を
も
っ
て
、
皆
様
と
と
も

に
上
田
市
政
の
発
展
と
市
民
生
活
の
向
上
を
目
指
し
て
全
力
を
傾け
い

注ち
ゅ
う

し
て
ま
い
り
ま
す
。

母袋市長３期目　初登庁母袋市長３期目　初登庁
－次なる飛躍の基盤を固めるための安定・成長期へ－－次なる飛躍の基盤を固めるための安定・成長期へ－

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、「
安
定
・

成
長
期
」を
迎
え
た
上
田
市
の
成
長

戦
略
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
着
実
に
成

果
と
し
て
形
に
し
て
い
く
た
め
の
重

点
施
策
、
更
に
は
市
民
満
足
度
の
高

い
行
政
経
営
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
の

４
年
間
に
私
が
成
す
べ
き
こ
と
、
挑

戦
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
明
確
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
中
で
市
民
の
皆
様
と

共
に
創
り
上
げ
る
10
年
後
の
都
市
の

将
来
像
と
し
て「
健
幸
4

4

都
市
の
実
現
」

を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は「
市
民
お
一
人
お
一
人
が
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
幸
福
を
感

じ
、
活い

き
活い

き
と
健
康
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。
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⑷
文
化
と
交
流
に
よ
り
上
田
市
の
魅

力
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
施
策

　

①
現
在
建
設
中
の「
交
流
文
化
芸

術
セ
ン
タ
ー
」と「
市
立
美
術

館
」を
拠
点
と
し
、
文
化
振
興

を
図
る
こ
と
は
勿も
ち

論ろ
ん

の
こ
と
、

基
本
理
念
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
育
成
や
、
ま
ち
を
育
て
る
取

組
を
進
め
ま
す
。

　

②
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
の
中

心
市
と
し
て
、
構
成
市
町
村
と

医
療
の
充
実
や
観
光
振
興
な
ど

様
々
な
分
野
に
お
い
て
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性

化
と「
交
流
」・「
移
住
」・「
定
住
」

の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
民
市
民
のの
皆
様
皆
様
と
の
と
の
協
働
協
働
でで

「「
健健け
ん
け
ん（

康
）

（
康
）幸幸こ
う
こ
う（

福
）

（
福
）都都と

し

と

し市市
」」のの
実
現
実
現
をを
目
指
し
ま
す
。

目
指
し
ま
す
。

上田城千本桜まつり上田城千本桜まつり
オープニングでのあいさつオープニングでのあいさつ

ブラジルパラナ州経済ミッション団ブラジルパラナ州経済ミッション団
の表敬訪問受入の表敬訪問受入

４
つ
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

　

私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
６
つ
の

政
策
大
綱
と
３
つ
の
行
革
大
綱
、
そ

し
て
50
項
目
の
重
点
施
策
か
ら
成
り

立
っ
て
お
り
ま
す
が
、
大
き
く
括く
く

る

と
４
つ
の
テ
ー
マ
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

⑴
財
政
の
健
全
化
と
地
域
内
分
権
を

進
め
る
た
め
の
施
策

　

①
地
域
内
分
権
を
充
実
・
深し
ん

化か

さ

せ
る
た
め
、
地
域
経
営
会
議
の

設
置
、地
域
担
当
職
員
の
配
置
、

地
域
予
算
の
拡
充
、
そ
し
て
一

括
交
付
金
制
度
の
導
入
を
検
討

し
ま
す
。

　

②
平
成
26
年
度
を
更
な
る
行
財
政

改
革（
行
革
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
）

の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
る
と
位

置
付
け
、
行
政
へ
の
民
間
参

入
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
の
見

直
し
、
行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化

な
ど
を
進
め
ま
す
。

⑵
教
育
・
子
育
て
・
医
療
・
福
祉
の

充
実
、
そ
し
て
循
環
型
の
地
域
社

会
を
構
築
す
る
た
め
の
施
策

　

①「
上
田
市
教
育
支
援
プ
ラ
ン
」に

基
づ
き
、
き
め
細
か
な
教
育
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
教
育
委

員
会
が
進
め
る
児
童
・
生
徒
の

学
力
向
上
を
図
る
た
め
の
取
組

を
支
援
し
ま
す
。

　

②
新
た
に
制
定
さ
れ
た「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
」に
基
づ
き
、

子
育
て
家
庭
の
保
育
に
対
す
る

要
望
を
的
確
に
把
握
し
な
が

ら
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な

保
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　

③
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
視
点
か
ら「
救
急
医
療
体
制

の
更
な
る
充
実
」・「
医
師
等
の

安
定
的
な
確
保
体
制
の
構
築
」

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

④
高
齢
者
の
生
き
が
い
、
健
康
づ

く
り
や
障
が
い
者
へ
の
支
援
を

充
実
し
ま
す
。

　

⑤
資
源
循
環
型
施
設
の
早
期
建
設

に
向
け
地
元
住
民
の
皆
様
と
の

合
意
形
成
を
目
指
し
ま
す
。
併

せ
て
、
ご
み
の
減
量
・
再
資
源

化
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

⑶
製
造
業
の
ま
ち（
も
の
づ
く
り
上

田
）の
再
生
を
目
指
す
と
と
も
に
、

農
業
・
観
光
・
商
業
の
各
産
業
が

元
気
に
な
る
た
め
の
取
組

　

①
消
費
増
税
を
起
因
と
す
る
地
域

経
済
の
冷
え
込
み
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
の
活
性
化
策
を
進

め
ま
す
。

　

②「
農
商
工
観
連
携
」に
よ
る
農
業

の
６
次
産
業
化
の
取
組
を
支
援

し
ま
す
。

　

③
中
心
市
街
地（
特
に
中
心
商
店

街
）の
賑に
ぎ

わ
い
創
出
と
回
遊
性

の
向
上
を
目
指
し
た
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

未
来
に
向
け
て

　

地
域
主
権
が
実
現
し
、
都
市
間
競

争
の
時
代
に
入
っ
て
い
く
こ
と
、
ま

た
来
年
３
月
の
北
陸
新
幹
線
金
沢
延

伸
を
見
据
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
広
域
連
携
の
強
化
を
図
り
、
よ
り

夢
の
あ
る
、
よ
り
発
展
的
な
行
動
や

施
策
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、「
上
田
地
域
定
住
自

立
圏
」、「
長
野
・
松
本
・
上
田
に

よ
る
三
大
都
市
の
連
携
」、
そ
し
て

「
真
田
氏
に
ゆ
か
り
の
あ
る
全
国
の

市
町
村
と
の
連
携
」な
ど
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
市
民
の
夢

で
あ
る
真
田
幸
村
を
主
人
公
と
す

る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
や
、

２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
を
始
め
と
す
る
国
際
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
キ
ャ
ン
プ
地
・
事
前
合
宿

の
誘
致
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
に
向
け
た

「
新
た
な
取
組
」に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
を
進
め
る
た
め
、
２
つ
の
「
新
た
な
取
組
」
を
始
め
ま
し
た
。
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
が
進
む
と
、
上
田
地

域
広
域
連
合
で
進
め
て
い
る
資
源
循
環
型
施
設
の
施
設
規
模
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
環
境
負
荷
の
軽
減
や
経
費
の
削
減
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
新
た
な
取
組
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
今
後
の
取
組
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２つの新たな取組
①生ごみの減量化
　⇒「通風乾燥型生ごみ処理機」など、生ごみ減量化機器の普及を図ります
　　現　状　平成25年６月に上田クリーンセンターで実施したごみ組成分析（家庭

系）の結果では、可燃ごみの54.1％が生ごみでした。１年間では、約
12,000ｔの生ごみが焼却されていると推計できます。

②分別回収の徹底
　⇒「雑がみ回収袋」を導入します　
　　現　状　上記分析の結果、可燃ごみの7.1％が「リサイクル可能な紙類（雑がみ、

新聞紙など）」でした。１年間では、約1,600ｔの紙類が焼却されてい
ると推計できます。

可燃ごみの処理量
　平成25年度の可燃ごみの処理量は、市民や事業所の皆様のご協力により、前年
度に比べ593ｔ減って34,999ｔでした。今後は「新たな取組」により、平成27年度の
目標値の33,712ｔを目指します。

「燃やせるごみ指定袋」の中にあったリサイクル可能な「雑がみ」

数値は家庭および事業所からでる可燃ごみの合計値

　  資源循環型施設
　　　 建設関連事業課
　　　 TEL71・8082
　　  廃棄物対策課
　　　 TEL22・0666

44



新たな
取組
① 生ごみの減量

　実験に使用した生ごみは、給食センターで排出された野菜
屑や果物の皮などです。日により生ごみの構成は違いますが、
この処理機を10時間使用すると生ごみの重量は３分の２程度
減少するという結果になりました。
　また、乾燥後、最大10日間保管しましたが、腐敗臭や虫
の発生などは確認できませんでした。

実験状況

○実験結果
結果は下表のとおりです（数値は11日間の平均値です）

乾燥時間 ①乾燥前重量
②乾燥後
重量

③減少した量
①－②

④減少した量の
比率

③÷①×100(％)
12時間 500ｇ 169.1ｇ 330.9ｇ 66.1%
10時間 500ｇ 174.5ｇ 325.5ｇ 65.1%
８時間 500ｇ 201.8ｇ 298.2ｇ 59.6%
６時間 500ｇ 238.2ｇ 261.8ｇ 52.3%

結果報告

　生ごみ減量化機器の一つである「通風乾燥型生ごみ処
理機」を使用し、生ごみ減量効果を計測する公開実験を
行いました（広報うえだ２月１日号に掲載）。期間中は、
大勢の皆様にご来場いただきありがとうございました。
　実験を通して、減量効果などが計測できましたので、
結果をお知らせします。
○実験内容
実施期間 　２月４日㈫～14日㈮（11日間）
実験場所 　旧福祉会館１階
使用機器 　通風乾燥型生ごみ処理機（風の力により生ご

みの水分を減少させる乾燥機です）
使用台数 　４台
内　容 　500ｇの重さの生ごみを、乾燥時間に差をつ

けて減量効果を計測しました。生ごみは毎日
交換し、11日間同じ内容で実施しました。

「通風乾燥型生ごみ処理機」の公開実験

　市では、家庭から排出される生ごみの自家処理を図り、ご
みの減量化や再資源化を普及促進するため、８月頃から半年
程度の期間、「通風乾燥型生ごみ処理機」を利用したごみ減量
モニターを100名程度募集します。
　詳細は準備が整い次第、改めてお知らせします。

今後募集します
「通風乾燥型生ごみ処理機」モニター募集

　生ごみ減量化機器を使用しなくても、少しの手間で生ご
みの量は減らすことができます。市民の皆様のご協力をお
願いします。
○生ごみの水切りをお願いします
　生ごみの70～80％は水分と言われています。水分をよ
く切るだけで、生ごみの重さを10％程度減らすことがで
きます。これから夏場にかけては、生ごみが特に多くなる
季節を迎えますので、水切りにご協力をお願いします。
○水切りによる効果
①臭いや腐敗防止になります。ごみ集積所も清潔になります。
②クリーンセンターの燃焼効率が向上します。焼却炉にか
かる負担も減るので、長持ちさせることができます。

③ごみ収集車の運搬効率が向上します。運搬コストも削減
できます。
④焼却の際に発生する二酸化炭素の削減により、地球温暖
化防止につながります。
○水切りのポイント
①水に濡らさない
　野菜などは、使えない部分を切り落としてから洗うよう
にしましょう。
②ごみを捨てる前に「もうひとしぼり」
　水分を含んだ生ごみは、三角コーナーなどに入れて一定
時間置いておけば、かなりの水切りができます。できれ
ば水切りネットを使うなど、最後にひと絞りしてくださ
い。

ご協力ください
家庭でできる生ごみの減量化

乾燥後の生ごみ乾燥後の生ごみ
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新たな
取組
② 分別回収の徹底（「雑がみ回収袋」の導入）
今年度導入します

○「雑がみ回収袋」とは…
　現在、雑がみは、ひもで十文字にしばって資源物回収所に出すよ
うお願いしていますが、束ねづらい形状や小さい紙は出しにくいた
め、可燃ごみになりやすいのが実情です。
　そこで、リサイクル可能な雑がみをまとめて出しやすくするため、
新たに「雑がみ回収袋」を導入します。

「雑がみ回収袋」について

質　　　　問 回　　　　　　答

「雑がみ回収袋」を使いきった後の雑が
みの捨て方はどうするの？ 「ひもで束ねる」、または「紙袋や封筒」を利用してお出しください。

「雑がみ回収袋」は定期的に配布される
の？

今回の配布後に期間をおいて、もう一度配布を予定しています。
この袋は雑がみ全般の啓発品として作成しましたので、定期的な
配布は予定していません（現在の配布予定は２回のみです）。

「雑がみ回収袋」に記載された内容を参
考に雑がみを分別したいけど、袋を使
いきった後はどうすればいいの？

「雑がみ分別の手引き」を作成し、袋と一緒に全戸配布します。手
引きには、「雑がみ回収袋」と同様の内容を掲載していますので、
袋を使いきった後はこの手引きを参照してください。

「雑がみ回収袋」を大（青色）、小（赤色）
２種類作成した理由は何？

使いやすさなどを比べていただくため作成しました。自宅にある
紙袋を利用する際の参考にしてください。

○「雑がみ回収袋」の使い方
　「雑がみ回収袋」に入れられるのは雑がみのみです。袋が一杯に
なったら口を閉じ、ひもで十文字にしばって資源物回収所へお出し
ください。ひもは、紙ひもやビニールひもをご利用ください。ガム
テープで口を閉じて出すことはできません。

○「雑がみ回収袋」の配布がはじまります!!
　５～９月頃にかけて自治会を通じて順次配布します。容量が大きい袋（「雑がみ回収袋大」、青色）と容量が小さく手さ
げひもがついた袋（「雑がみ回収袋小」、赤色）を各１枚ずつ合計２枚全戸配布します。お手元に袋が届きましたら、ぜひ
ご利用ください。

○よくあるご質問にお答えします

「雑がみ回収袋」

袋の使用イメージ 袋のしばり方
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ご協力ください

○リサイクルできる紙類の分別
　リサイクルできる紙類は左図のとおり５種類あ
り、別々にまとめて資源物回収所にお出しください。
この５種類の紙類は、それぞれ違う用途にリサイク
ルされますので、分別をお願いします。
　また、「雑がみ回収袋」に入れることができるのは
「①雑がみ」だけです。雑がみであっても、紙以外の
部分は取り除いてお出しください。

○雑がみとして出せるもの、出せないものの分別

○雑がみの出し方
　雑がみの出し方は３通りあります。
※これまでの出し方「②ひもで束ねる」に加え、「①雑がみ回収袋の利用」と「③紙袋、封筒の利用」が追加になっています。

　いずれの場合も出し方は、自治会で定められた資源物
回収所に出すか、ウィークエンドリサイクルをご利用く
ださい。
※自治会の資源物回収日はあらかじめ決められていま
す。詳しくは、市ホームページなどをご覧ください。

雑がみの分別・出し方
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交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
・
市
立
美
術
館

 
開
館
記
念
事
業
が
決
定
し
ま
し
た

各
チ
ケ
ッ
ト
の
発
売
日
な
ど
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
う
え
だ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
愛
称
決
定
…
詳
し
く
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

音　楽

シリーズ

交流・文化施設

Vol.15
　  交流文化芸術センター
　　　 TEL23・5219

さだまさしコンサート
大ホールこけら落とし公演

10月４日㈯大ホール

井
いの

上
うえ

道
みち

義
よし

指揮・NHK交響楽団　演奏会
上田ケーブルビジョン提供

10月12日㈰大ホール
ヴァイオリン独奏：前橋汀子
〔曲目〕　ショーソン／詩曲、マスネ／タイスの瞑想曲
　　　　ブルックナー／交響曲第9番
主催：実行委員会

仲
なか

道
みち

郁
いく

代
よ

 ピアノ開きコンサート
３台のピアノお披露目

10月18日㈯大ホール

ユンディ・リ ピアノ・リサイタル
ショパン国際ピアノコンクール覇者
待望の全国ツアー

10月25日㈯大ホール
主催：長野朝日放送

上田の子どもリサイタル
小ホールこけら落し公演シリーズ
11月２日㈰小ホール
弦楽器編　　ゲスト：中澤きみ子 ほか

11月24日（月・振休）小ホール
ピアノ編　　ゲスト：仲道郁代

若手演奏家による室内楽演奏会
12月14日㈰小ホール
出演：クァルテット ソレイユ、白石光隆（ピアノ）

蜷
にな

川
がわ

幸
ゆき

雄
お

演出
『ジュリアス・シーザー』
彩の国シェイクスピア・シリーズ第29弾
蜷川幸雄が豪華俳優陣と共に放つ
シェイクスピアの代表作!!

11月８日㈯・９日㈰大ホール
作：W. シェイクスピア
出演：阿部寛、藤原竜也、吉田鋼太郎 ほか 新国立劇場バレエ団 『シンデレラ』

英国ロイヤル・バレエの格調高い
ゴージャスな舞台を満喫!

12月27日㈯大ホール
音楽：セルゲイ・プロコフィエフ
振付：フレデリック・アシュトン
指揮：マーティン・イェーツ
管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団

演　劇
バレエ

サント
ミュー

ゼ

ⒸKiyotaka Saito

ⒸOrchestra Ensemble Kanazawa

Ⓒ瀬戸秀美
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コミュニティコンサート
５/25㈰ 丸子文化会館　　　出演：仲道郁代
６/13㈮ 真田中央公民館

　　出演：沢崎恵美、中鉢聡
７/11㈮ 川西公民館

　　出演：Black Bottom Brass Band
７/12㈯ 武石公民館

　　出演：Black Bottom Brass Band
９/３㈬ 塩田公民館　　出演：神谷未穂
９/27㈯ 西部公民館

　　出演：クァルテット ソレイユ
12/６㈯ 中央公民館

　　出演：クァルテット ソレイユ
１/11㈰ 城南公民館　　　　出演：仲道郁代
１/29㈭ 上野が丘公民館　　出演：神谷未穂

ワークショップ（参加体験講座）
新国立劇場バレエ団によるワークショップや
仲道郁代によるピアノワークショップ、内藤
裕敬による演劇ワークショップなどを開催し
ます。

❻

❸❷

❶

❹ ❼❺

山
やま

本
もと

鼎
かなえ

のすべて展
「自分が直接感じたものが尊い」の実像に迫る

10月２日㈭～ 11月９日㈰
企画展示室ほか

小
こ

松
まつ

美
み

羽
わ

展
新進気鋭のアーティスト初の大規模展

12月６日㈯～１月12㈪
企画展示室ほか
主催：実行委員会

アーティスト・イン・レジデンス
（芸術家滞在型活動）
芸術家が地域に滞在して、小学校などでのミニコンサート、
公民館でのコミュニティコンサートを開催します。
①仲道郁代（ピアノ）
②神谷未穂
　（ヴァイオリン・仙台フィルコンサートマスター）
③沢崎恵美（ソプラノ）
④中鉢　聡（テノール）
⑤Black Bottom Brass Band（ブラスバンド）
⑥クァルテット ソレイユ（弦楽四重奏団）
⑦内藤裕敬（南河内万歳一座）

美　術

１月12日（月・祝）小ホール

■ 仲道郁代 音楽入門コンサート
１月24日㈯～２月15日㈰企画展示室ほか

■ 森工房「大版画」の全貌展
２月14日㈯小ホール

■ 神
かみ

谷
や

未
み

穂
ほ

 バレンタイン・コンサート
２月21日㈯～３月８日㈰企画展示室ほか

■ 第6回山本鼎版画大賞展
２月22日㈰大ホール〔市民協働事業〕　

■ 大
おお

友
とも

直
なお

人
と

指揮 ベートーヴェン「第九」演奏会
ソプラノ：沢崎恵美　アルト：牧野真由美
テノール：中鉢　聡　バリトン：田島達也
管弦楽：群馬交響楽団　　合唱：「第九」inうえだ合唱団　
主催：実行委員会

３月14日㈯小ホール

■ 神谷未穂　ヴァイオリン・リサイタル
３月15日㈰大スタジオ

■ 内
ない

藤
とう

裕
ひろ

敬
のり

による演劇事業〔市民参加事業〕

３月18日㈬大ホール

■ 市
いち

川
かわ

海
え

老
び

蔵
ぞう

特別公演「源氏物語」
主催：信濃毎日新聞社

平成27年も充実の開館記念事業が続きます

ブルトンヌ（大正９年）千葉市美術館蔵

ⒸKiyotaka Saito

（左）大友直人
　　　ⒸRowland Kirishima

（右）市川海老蔵
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上
田
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
上
田
城
。

　

現
在
、
上
田
城
に
は
三
つ
の
櫓や

ぐ
ら

と
櫓
門
が
あ
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
に
は
櫓
が
七
つ
と
櫓
門
が
二
つ
あ

り
ま
し
た
。

　

市
で
は
「
史
跡
上
田
城
跡
整
備
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
丸
の
東
北
隅
に
あ
っ
た
二
つ
の
櫓
の
復
元

を
目
指
し
て
、
江
戸
時
代
の
櫓
の
姿
を
正
確
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
上
田
城
の
古
い
写
真
や
図
面
の
収

集
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
新
た
な
絵
図
が
見
つ
か
る
な
ど
し
ま
し
た
が
、
櫓
の
復
元
を
可
能
と
す
る

資
料
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
復
元
の
た
め
に
必
要
な
資
料
に
つ
い
て
詳
し
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
資
料
提
供

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

上
田
城
に
あ
っ
た
建
物
は
、
明

治
時
代
に
民
間
に
払
い
下
げ
ら

れ
、
西
櫓
を
残
し
て
全
て
解
体
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
戦
後
間
も

な
く
北
櫓
と
南
櫓
が
市
民
の
皆
さ

ん
の
手
で
城
内
に
戻
さ
れ
、
平
成

６
年
に
は
本
丸
東
虎こ

口ぐ
ち

櫓
門
を
復

元
整
備
し
ま
し
た
が
、
残
り
の
建

物
は
証
拠
と
な
る
資
料
が
不
足
し

て
い
る
た
め
、
復
元
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

復
元
に
は
古
写
真
・

図
面
が
必
要
で
す

　

本
丸
東
虎
口
櫓
門
を
復
元
す
る

際
に
最
も
有
効
な
資
料
と
さ
れ

た
の
は
、
発
掘
調
査
の
結
果
と
11

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
古
写
真（
明

治
11
年
頃
撮
影
）で
す
。
こ
の
写

真
が
残
さ
れ
て
い
た
た
め
、
櫓
門

が
復
元
で
き
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
が
計
画
し
て
い
る
、
本
丸
の

東
北
隅
に
あ
っ
た
二
棟
の
櫓
の
復

元
に
は
、
次
の
五
つ
の
資
料
が
必

要
で
す
。

１　

櫓
が
写
っ
て
い
る
古
い
写
真

（
幕
末
か
ら
明
治
時
代
初
期

の
も
の
）

２　

櫓
を
描
い
た
江
戸
時
代
の
絵

図

３　

櫓
の
設
計
図
や
平
面
図

４　

櫓
の
大
き
さ（
柱
の
寸
法
な

ど
）を
記
し
た
古
文
書

５　

発
掘
調
査
の
結
果

　

こ
の
う
ち
、
５
は
平
成
５
〜
７

年
に
本
丸
の
発
掘
調
査
を
行
っ
た

際
に
、
櫓
の
礎
石
な
ど
が
見
つ
か

り
、
櫓
が
建
て
ら
れ
て
い
た
場
所

が
判
明
し
て
い
ま
す
。
１
か
ら
４

の
条
件
を
十
分
に
満
た
す
資
料

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
市
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
も
長
崎
大
学

付
属
図
書
館
や
横
浜
開
港
資
料
館

な
ど
、
国
内
の
主
要
な
研
究
機
関

な
ど
で
櫓
の
復
元
に
必
要
な
資
料

を
探
し
ま
し
た
が
、
決
定
的
な
も

の
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

蔵
や
押
入
れ
の
中
を

探
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

  

皆
さ
ん
の
ご
自
宅
の
蔵
や
押
入

れ
の
中
に
、
も
し
か
し
た
ら
こ
の

よ
う
な
資
料
が
眠
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。「
以
前
、
祖
父
か

ら
上
田
城
の
古
い
図
面
を
見
せ
ら

れ
た
記
憶
が
あ
る
」、「
蔵
の
中
に

古
い
写
真
が
あ
る
が
、
詳
し
く
見

た
こ
と
が
な
い
」な
ど
、
ど
ん
な

些さ

細さ
い

な
情
報
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

お
心
当
た
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
文
化
振
興
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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古い写真ってどんなものなの ?

幕末から明治初期に写された古い写真は、鶏
けい

卵
らん

紙
し

という印画紙にプリントされているものがほ
とんどです。当時の写真かどうか見分けがつかないよ
うでしたら、文化振興課までご連絡ください。

Ⓠ
A

我が家にある図面が本当に役にたつの ?

古い絵図面はぼろぼろで破れていたりします
が、復元に役立つ情報が得られるかもしれませ

ん。ご連絡をいただければ、職員がおうかがいして資
料を拝見させていただきますので、ぜひご協力くださ
い。

Ⓠ
A

上田城について書かれた古文書があるのですが？

櫓の寸法や面積などの情報が書かれているかも
しれません。ぜひ拝見させてください。

Ⓠ
A

　  文化振興課　TEL23・6361

1111



うめ：映画館で予告を見たよ！大泉さんたちが上田はとってもい
い町だって話していました。

ＦＣ：ロケ地としてはもちろん、町そのものを気に入っていただ
いたようで、FCとしても誇らしいよ。

うめ：食べ物もおいしいって言っていたね。
ＦＣ：特に「美

お

味
い

だれ焼き鳥」や「あんかけ焼きそば」を気に入られ
たようで、撮影中も現場近くのお店へよく足を運んでいた
よ。

うめ：私もそのお店に行ってみたいですぅ。
ＦＣ：うめちゃん、グッドタイミング！映画の公開を記念したオ

リジナルパンフレットが配布されるのを知っているかい？
撮影の様子や、役者さんたちが訪れた飲食店、映画の舞台
となった浅草についても紹介されていて、読み応えも満点。
これさえあれば、ロケ地めぐりも楽しさ倍増だよ。

うめ：じゃあ、さっそくお出かけしよ～っと。お店にサインは飾
られているかな～。

ＦＣ：それは要チェックだね。あとパンフレットにはスタンプラ
リーも付いているよ。みんなでチャレンジして、町をもっ
と盛り上げたいね。

うめ：はいっ！私も焼き鳥をたくさん食べて、できるだけ協力し
ます。

シリーズ第２弾　帰ってきた うめちゃん！③
　映画の公開が待ちきれない様子の真田うめちゃん。今日も元気にフィルムコミッショ
ン（FC）の事務局へやってきました。

映画『青天の霹靂』いよいよ公開！
　劇団ひとりが、自らの書き下ろし小説で監督デビューを果たした映画「青

せい

天
てん

の霹
へき

靂
れき

」。物語
は、天涯孤独で売れないマジシャンが、40年前の浅草にタイムスリップすることから始ま
ります。そこで出会った若き日の父と母、そして次第に明らかになる自身の出生の秘密…。
笑った後でホロリと泣ける衝撃の感動作を、ぜひ劇場でお楽しみください。
日　時 　５月24日㈯よりロードショー　　 場　所 　TOHOシネマズ上田（アリオ上田内）
当日券 　一般1800円ほか　　 監　督 　劇団ひとり
出　演 　大泉洋、柴咲コウ、劇団ひとり　ほか
ロケ地 　上田映劇、本町、上田城跡公園、旧上田市産院
撮　影 　平成25年８月

映画『サムライフ』つ
いにクランクアップ

！

　上田の実話をオール上田ロケで
撮影した映画『サムライフ』。３月
下旬から４月上旬にかけて、市内
各所で撮影が行なわれ、市民を中
心に、延べ250名のエキストラの
方々にご参加いただきました。
　期間中は、周辺地域の皆様より
多大なるご理解･ご協力をいただき
ました。ありがとうございました。

上田発

　信州上田フィルムコミッション（  観光課内）　TEL23・5408

日本テレビ「火曜サプライズ」で
大泉洋さんらが上田市をご紹介！
　大泉洋さんと劇団ひとりさんが上田市を訪れ、
映画『青天の霹靂』ゆかりの地をめぐります。お二
人が絶賛する地元グルメも登場！お見逃しなく。
日　時 　５月13日㈫午後７時～午後７時56分
放送局 　日本テレビ系列全国ネット
　　　　　（テレビ信州）
出　演 　ウエンツ瑛士、大泉洋、劇団ひとり
　　　　　ほか

映画「青天の霹靂」前売りチケット好評発売中！
　現在、TOHOシネマズ、および上田市観光会館１階
売店で、前売りチケット（一般1400円）を販売中。上
田市観光会館でお求めいただいた方には、「青天の霹
靂」上田市オリジナルポスターを差し上げます（予定数
がなくなり次第終了）。

1212



INFORMATION PICK UP

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹武石地域自治センター

TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹丸子地域自治センター

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹真田地域自治センター

TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹上田市役所

　別所線での旅を楽しみ電車に乗ることを身近に感じる機会を創出し、今後の
利用促進へとつなげるため、貸切特別列車「別所線満喫号」を運行します。
　車内では、NAGANO子ども演劇団＆演劇キッズ（NPO法人上田演劇塾）によ
る塩田平を舞台にしたチャイルド・コーラス・トレインや腹話術披露などのイ
ベントをお楽しみいただき、沿線では車庫見学や別所温泉の散策をします。
　また、車両には特製ヘッドマークを掲出します。２月に大雪で中止となった
イベントをパワーアップして開催するスペシャルイベントです。

期　日 　６月１日㈰　　 場　所 　別所線上田駅、列車内
対　象 　どなたでも　　 定　員 　先着60名
定　員 　参加費　中学生以上3,000円、小学生1,500円、小学生未満無料
　　　　　（切符、あいそめの湯入浴券、昼食付き。小学生未満の昼食は付きません）
内　容 　10：10／別所線上田駅改札前集合
 10：33／上田駅出発
 　　　　→別所線トレイン・パフォーマンス
 　　　　→11：00別所温泉駅着
 　　　　あいそめの湯、別所温泉駅周辺散策、丸窓電車開放
 12：33／別所温泉駅出発（→12：47下之郷駅着）
 　　　　貸切列車へ乗換・昼食
 13：36／貸切列車下之郷駅出発（→上田駅→14：21下之郷駅着、車内イベント）、電車記念撮影、

　　　　車庫見学、資料館開放
 15：36／下之郷駅出発（→15：53上田駅着、解散）
　　　　※内容が変更となる場合があります。詳しくは「別所線の将来を考える会ホームページ」をご覧い

ただくか、下記申込先に問い合わせください。
申し込み 　代表者氏名、参加人数、住所、電話番号を明記し、５月25日㈰までに、別所線の将来を考え

る会事務局（竹田：TEL/FAX 23・2952、メールbesshosen@yahoo.co.jp）へ。
　別所線電車存続期成同盟会事務局（  地域交通政策課内）　TEL23・5011

貸切特別列車「別所線満喫号」を運行します

お知ら
せ

お知ら
せ

別所線トレイン・パフォーマンスも同時開催
催し催し

　地球温暖化が問題となっている昨今、遮光効果と冷却効果がある「緑
のカーテン」が注目されています。
　緑のカーテンは、夏の節電・省エネ効果が期待できるとともに、緑の
癒
いや

しで暑い夏でも清
すが

々
すが

しい気分にしてくれます。
　市では、市民の皆さんに緑のカーテン用の朝顔やゴーヤの種を無償配
布します。
　なお、配布する種には、前年に市民の方から提供いただいた種も含ま
れていますのでご了承ください。
申込期間 　５月７日㈬～30日㈮　　 対　象 　市民、または市内の事業所や保育園・幼稚園・学校
配布する種　朝顔（ヘブンリーブルー・西洋ミックス）、フウセンカズラ、ゴーヤ
配布数 　１件につき３袋まで
申し込み 　直接生活環境課、丸子・真田・武石地域自治センター市民生活課、豊殿・川西・塩田地域自治セン

ター窓口へ。種は申込時にお渡しします。
その他 　収穫した種の一部を翌年用にご提供
 ください。また、種と一緒に配布す
 るアンケートに協力をお願いします。
　  生活環境課　TEL22・4100（内線1387）

「緑のカーテン」用の種を配布します
夏の節電・省エネが期待できます
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ファミリー・サポート・センター講習会と会員募集

子育ての相互援助を行う会員組織です
　上田市ファミリー・サポート・センターでは、子育てに役立つ講習会を開催するとともに、会員の募集を行い
ます。電話で申し込みの上、お越しください。
　ファミリー・サポートセンターとは、子育ての助けをしてほしい方と子育てのお手伝いをご協力いただける方
が、会員として登録し、子育ての相互援助活動を有償で行う会員組織で、学童保育の送迎や帰宅後の預り、保育
所・学校などが休みの時の援助などを行います。
◇会員募集　
依頼会員 　子育ての援助を受けたい市内在住、または在勤のおおむね生後３か月以上12歳までの子の保護者
提供会員 　市内在住で子どもを自宅で預かれる方、乳幼児や児童の保育に熱意のある方
 資格・経験、性別は問いません。
両方会員 　依頼会員、提供会員両方に該当する方
料　金 　月～金曜日（祝日・年末年始除く）午前７時～午後７時／１時間600円
 その他の時間／１時間700円。入会金・年会費無料
申し込み 　入会者（保護者）の顔写真（２×３cm）２枚と印鑑を持参の上、ファミリー・サポート・センター本部へ。
◇講習会　
日時/内容　

日　　　時 内　　　　　　容

５月15日㈭ 13：00～14：00 ファミリー・サポート・センターの説明14：10～15：30 子どもの遊び

５月16日㈮ 13：00～14：20 子どもの事故と安全対策14：30～15：30 子どもの食事・健康管理

５月21日㈬ 13：00～14：00 チャイルドシートの着用14：10～15：30 子どもの身体の発達と病気

５月22日㈭ 13：00～14：30
子どもの心の成長とその背景
保育の心・子どもの世話

14：40～15：30 サブリーダーとの交流

※受付時間は全日程午後０時30分～１時です。
場　所 　ふれあい福祉センター　　 対　象 　本会会員で子育ての援助をしていただける方
参加費 　無料（託児あり・要予約）
申し込み 　５月９日㈮までに、電話、またはFAXで上田市ファミリー・サポート・センター本部へ。
　ファミリー・サポート・センター本部　TEL/FAX21・3016
　　丸子支部　TEL43・2566　　真田支部　TEL72・2998　　武石支部　TEL85・2466
　　（  子育て・子育ち支援課）

募集募集

風しん予防接種

費用を補助します
　市では、ウイルスによる風しんを予防するとともに、先天性風しん症候群の発症予防を目的とし
て、妊娠を予定、または希望している女性やそのパートナーなどに対し、風しんの予防接種費用の
補助を行います。
対　象 　市内に住所のある方で、市税に滞納がなく、長野県で実施する風しん抗体検査を受けた

結果、抗体価が低く、予防接種が必要であると判断された方
補助額 　予防接種の費用の２分の１（上限3,000円。補助金の交付は１人１回まで）
申請方法 　次の書類を全てそろえて健康推進課、または各保健（健康）センターへ申請してください。
 ①上田市風しん予防接種補助申請書
 ②長野県風しん抗体検査の結果通知書の原本
 ③接種した予防接種の領収書の原本（領収書に、風しんまたは麻しん風しん混合ワク
 　チン（ＭＲ）の記載があること）
 ④医療機関で発行する風しん予防接種済証
　  健康推進課　　TEL28・7124　　  保健センター　TEL42・1117
　　  保健センター　TEL72・9007　　  健康センター　TEL85・2067

お知ら
せ

お知ら
せ
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　灯油専用のポリ容器にガソリンや軽油を入れることは、消防法令で禁止さ
れています。ガソリンや軽油を入れた場合、容器の破損や中の燃料が蒸発す
るなど、思わぬ事故に繋

つな

がることが考えられます。
　ガソリン用の携行容器は、ガソリンや軽油を入れるための検査を受けて合
格したもので、次の２種類の検定に合格したことを示すマークが表示されて
います。ガソリンや軽油は、これらのマークがあるガソリン用の携行容器に
入れてください。
①KHSマーク／日本の危険物保安技術協会で検定をし、合格したものを示す
　　　　　　　マークです。
②UNマーク／国際規格に基づき検定し、合格したものを示すマークです。
　詳しくは、消防予防課、もしくはお近くの消防署に問い合わせください。
　  消防予防課　TEL26・0029

ガソリンや軽油を灯油用のポリ容器に入れないでください

使い方を守って安全に利用しましょう

耐震診断、アスベスト分析調査・除去工事など

補助制度をご利用ください
◇耐震診断・耐震補強
　市では、木造住宅の無料の耐震診断と耐震補強の補助制度、木造以外の住宅・特定既存耐震不適
格建築物の耐震診断の補助制度を行っています。地震の発生に備え、自宅などの耐震診断や耐震補
強について考えてみませんか。
対　象 　①木造住宅／昭和56年５月31日以前に建築工事に着手した個人所有の一戸建て住宅　

　で、在来工法の木造住宅。
 ②木造以外の住宅／昭和56年５月31日以前に建築工事に着手した個人所有の住宅。
 ③特定既存耐震不適格建築物／昭和56年５月31日以前に建築工事に着手した建築物で、

多数の者が利用する一定規模以上の建築物（例：階数３階以上かつ1,000㎡以上の事務
所、店舗、病院、工場など）

診断申込 　申込書（市ホームページからダウンロード可。または建築指導課にもあり）に必要事項を
記入し、建築指導課へ。

補強工事 　住宅の補強工事に対し、耐震補強工事費の２分の１（限度額60万円）。ただし、緊急支
援措置として30万9,000円上乗せの補助を、平成26年度まで延長します。

　　　　　【住宅耐震補強補助金算出例】　
 　120万円（補強工事費）×１／２＋30万9,000円＝90万9,000円
 ※補強工事費が120万円を超える場合の補助金は90万9,000円（限度額）
 　詳しくは問い合わせください。
◇アスベスト分析調査・除去工事
　市では、大気中に飛散するアスベストによる市民の健康被害を防止するため、アスベストの分析
調査、および除去工事の経費の一部に、補助制度を実施しています。
分析調査の補助　アスベスト含有の有無、および含有率の測定費用を補助します。
対　象 　露出して吹付けアスベストなどが使用されている建築物（解体予定の建築物も対象）
補助額 　分析調査機関に支払う費用（限度額25万円）
除去工事の補助　露出して吹付けられたアスベストなどの除去工事費用の一部を補助します。
対　象 　多数の者が利用する建築物。
補助額 　除去工事費用の２／３以内（限度額：除去面積×２万2,000円[上限800万円]）
 　詳しくは問い合わせください。
　  建築指導課　TEL23・5430

お知ら
せ

お知ら
せ

お知ら
せ

お知ら
せ

①

②

ガソリン・軽油用

灯油用
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が

感
動
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
た
び
福
太
郎
さ
ん
の
母
・
順
子
さ
ん

に
、
誕
生
か
ら
ソ
チ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
ま
で
の
様
々
な
場
面
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
そ
の
時
の
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

●
日
時　

５
月
28
日
㈬
午
後
７
時
20
分
〜

９
時

●
場
所　

西
部
公
民
館

●
演
題　
「
福
太
郎
と
歩
い
た
22
年
〜
誕

生
か
ら
ソ
チ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
ま

で
〜
」

●
講
師　

山や
ま

崎ざ
き

順じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

●
そ
の
他　

徒
歩
・
自
転
車
、
ま
た
は
相

乗
り
で
の
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

上
小
山
び
こ
会

公
開
講
演
会

　

上
小
山
び
こ
会（
精
神
障
が
い
者
家
族

会
）で
は
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
の
家
族

同
士
が
悩
み
を
分
か
ち
合
い
、
定
期
的
に

勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

５
月
13
日
㈫
午
後
２
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
演
題　
「
精
神
科
受
診
時
に
気
を
つ
け

た
い
こ
と
〜
精
神
科
医
が
知
り
た
い
当

事
者
の
気
持
ち
〜
」

●
講
師　

ヒ
ヤ
ネ
亜あ

希き

子こ

氏（
あ
き
メ
ン

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

●
対
象　

精
神
障
が
い
者
本
人
、
家
族
、

ま
た
は
精
神
障
が
い
者
の
支
援
に
つ
い

て
学
び
た
い
方

●
申
し
込
み　

不
要（
参
加
費
無
料
）

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な

ラ
ン
チ
会

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
こ
の
世
界
で
、
国

籍
も
言
葉
も
年
齢
も
性
別
も
関
係
な
く

「
わ
た
し
」と「
わ
た
し
た
ち
」が
、
自
分
ら

し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、「
共
に
生
き
、

共
に
学
ぶ
」精
神
に
改
め
て
向
か
い
合
い
、

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
ア
ジ
ア
各
地
の

情
勢
に
関
心
の
あ
る
方
、
い
つ
か
海
外
で

働
い
て
み
た
い
方
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に
関
心

の
あ
る
方
、
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
31
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

第
１
部
／「（
公
社
）シ
ャ
ン
テ

　

ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
」現
地
ス

タ
ッ
フ
と
の
交
流
会
。
第
２
部
／
本
場

ア
ジ
ア
の
カ
レ
ー
試
食
会

●
参
加
費　

５
０
０
円（
材
料
代
）

●
申
し
込
み　

５
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
、
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。
託
児

の
申
し
込
み
も
可
能（
先
着
５
名
）。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

お
知
ら
せ
／
催
し

山崎順子さん

福太郎さん
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

げ
ん
き
に
楽
し
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

歩
く
こ
と
を
習
慣
に
す
る
た
め
に
、
歩

く
姿
勢
や
カ
ラ
ダ
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
認
し

な
が
ら
歩
き
方
を
見
直
し
て
、
効
果
的
な

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

教
室
は
、
真
田
地
区
と
塩
田
地
区
の
２

会
場
で
開
催
し
ま
す
※
い
ず
れ
か
一
つ
。

●
コ
ー
ス
／
場
所
／
期
日

　

真
田
地
区
コ
ー
ス
／
真
田
運
動
公
園
周

辺
／
５
月
27
日
〜
７
月
８
日
の
毎
週
火

曜
日
。

　

塩
田
地
区
コ
ー
ス
／
別
所
温
泉
郊
外

／
５
月
30
日
〜
７
月
11
日
の
毎
週
金
曜

日
。

●
時
間　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30

分（
全
７
回
）

●
対
象　

20
歳
〜
お
お
む
ね
70
歳
以
下
の

市
民

●
定
員　

各
20
名（
応
募
多
数
時
は
抽
選
）

●
参
加
費　

１
１
０
０
円

●
持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴
、
水
分
補
給

用
飲
料
、
室
外
で
歩
け
る
準
備

●
申
し
込
み　

５
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。
参
加
す
る
場
所
・
日
時

を
お
伝
え
下
さ
い
。

　

真
田
地
区
コ
ー
ス
／
真
田
健
康
福
祉
課

　

塩
田
地
区
コ
ー
ス
／
健
康
推
進
課

　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
９
０
０
７

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

第
９
回
新
緑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

さ
わ
や
か
な
新
緑
の
季
節
、
塩
田（
鴻

ノ
巣
）と
田
園
風
景
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時　

５
月
25
日
㈰
午
前
10
時
〜（
受

付
９
時
30
分
）

●
集
合
場
所　

塩
田
自
然
運
動
公
園
プ
ー

ル
横
駐
車
場

●
内
容　

塩
田
東
山（
鴻
ノ
巣
）と
田
園
風

景
を
散
策
す
る
９
㎞
の
コ
ー
ス

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

一
般
１
０
０
０
円
、
小
・
中

学
生
、
お
よ
び
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
員

５
０
０
円

●
持
ち
物　

昼
食
、
水
分
補
給
用
飲
料
、

雨
具
、
帽
子
、
タ
オ
ル
な
ど

●
そ
の
他　

天
候
に
よ
り
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
左
記
へ
。

当
日
受
付
も
可
能
で
す
。

　

上
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局

　
　
（
上
田
ス
タ
ー
商
会
内
・
大
井
）

　
　

TEL
75
・
０
１
８
９

　
　
（

健
康
推
進
課
）

第
22
回
あ
や
め
の
里

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

あ
や
め
の
花
を
見
な
が
ら
自
然
豊
か
な

春
の
豊
殿
地
区
を
散
策
す
る「
あ
や
め
の

里
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
24
日
㈯
午
前
９
時
ス
タ
ー

ト（
８
時
15
分
受
付
。
小
雨
決
行
。
３

時
間
程
度
）

●
集
合
場
所　

豊
殿
小
学
校
校
庭

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
２
〜
５
名
の
グ

ル
ー
プ
で
。
小
学
３
年
生
以
下
は
要
保

護
者
同
伴
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
水
分
補
給
用
飲

料
、
雨
具

●
申
し
込
み　

５
月
13
日
㈪
ま
で
に
、
事

務
局
、
ま
た
は
豊
殿
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
25
・
１
２
９
１
）、

ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

あ
や
め
の
里
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
実
行

委
員
会
事
務
局（
豊
殿
小
学
校
内
）

　
　

TEL
22
・
４
０
０
４

　
　
（
豊
殿
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
）

催
し

お 知 ら せ

別所線マイレールチケット販売中

　上田電鉄別所線では、お得なマイレールチケット（自治会回数券）を販
売しています。販売は毎年春と秋の２回限定ですので、この機会にぜひ
お買い求めください。
●販売期間　５月31日㈯まで
●販売場所　別所線上田駅・下之郷駅（午前６時～午後11時30分）、
　別所温泉駅（午前９時～午後５時）、七田
　チャイルドアカデミー、種人の駅、長野
　大学生活協同組合、滝沢商店、セーブオ
　ン上田別所温泉店
●内容　１冊20枚つづり〔上田市街地循環
　バス（青バス・赤バス）共通無料乗車券２
　枚付〕　
●割引率　15％引き（通常は9.1％引き）
●有効期間　平成27年３月31日まで
●対象　どなたでも

　別所線電車存続期成同盟会事務局
　　（  地域交通政策課内）　TEL23・5011
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映
画
上
映
会

「
よ
み
が
え
り
の
レ
シ
ピ
」

　

大
量
生
産
、大
量
消
費
に
適
応
で
き
ず
、

忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た「
在
来
作
物
」の

「
種
」を
守
り
、
命
を
つ
な
い
で
い
こ
う
と

す
る
人
々
が
連
携
し
、
味
わ
い
、
暮
ら
し

を
楽
し
む
内
容
の
映
画
と
ミ
ニ
ト
ー
ク
。

お
い
し
く
て
心
に
効
く
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
で
す（
３
回
上
映
）。

●
期
日　

５
月
24
日
㈯

●
場
所　

塩
田
公
民
館

●
内
容
／
時
間

　

映
画
／
①
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時

５
分
、②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
５
分
、

③
午
後
７
時
〜
８
時
35
分

　

ミ
ニ
ト
ー
ク
／
午
後
３
時
15
分
〜
４
時

30
分

　

演
題　
『
た
ね
の
お
話
』

　

講
師　

臼う
す

井い

健け
ん

二じ

氏

　
　
　
　
（
安
曇
野
た
ね
バ
ン
ク
）

●
チ
ケ
ッ
ト　

前
売
り
１
０
０
０
円（
当

日
１
２
０
０
円
）高
校
生
以
下
無
料

●
託
児　

①
の
み
あ
り（
１
歳
６
か
月
以

上
、
５
月
20
日
㈫
締
切
、
申
し
込
み
は

haduking@
hotm

ail.com

（
松
倉
）。

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。

　

蚕
都
く
ら
ぶ･

ま
〜
ゆ

　
　

TEL
０
８
０
・
５
１
４
１
・
７
９
０
５

　
　
（
峰
村
）

　
　

TEL
０
８
０
・
１
３
４
１
・
４
７
６
４

　
　
（
竹
内
）

　
　
（

生
涯
学
習
課
）

第
９
回
上
田
市
民

ゴ
ル
フ
大
会
ク
ロ
ー
バ
ー
杯

　

市
民
の
健
康
増
進
・
交
流
、
ゴ
ル
フ
の

普
及
を
ね
ら
い
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

①
７
月
５
日
㈯
、
②
６
日
㈰
、

③
７
日
㈪
、い
ず
れ
も
午
前
８
時
〜（
参

加
人
数
に
よ
り
変
更
が
あ
り
ま
す
）

●
場
所　

①
②
上
田
丸
子
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ

オ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
、
③
上
田
菅
平
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
リ
オ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

●
部
門　

男
子
一
般
の
部
、シ
ニ
ア
の
部
、

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
・
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
一
般
男
女

●
定
員　

①
１
４
０
名
、
②
１
７
０
名
、

③
１
４
０
名（
各
先
着
順
）

●
参
加
費　

各
１
人
２
０
０
０
円（
別
途

プ
レ
ー
代
。
支
払
は
当
日
）

●
申
し
込
み　

窓
口
に
設
置
し
て
あ
る
所

定
の
用
紙
に
記
入
の
上
、
５
月
13
日
㈫

〜
６
月
20
日
㈮
に
左
記
、
ま
た
は
丸
子

総
合
体
育
館
、
真
田
・
武
石
地
域
教
育

事
務
所
へ
。
で
き
る
だ
け
４
人
１
組
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

江
戸
文
学
散
歩

　

池
波
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
品
川
宿
を

講
師
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
歩
き
ま
す

（
３
時
間
程
度
）。

●
日
時　

６
月
４
日
㈬
午
前
６
時
出
発
、

午
後
８
時
解
散（
予
定
）

●
場
所　

品
川
宿
、
羽
生
Ｐ
Ａ（
鬼
平
江

戸
処
）

●
案
内
人　

鶴つ
る

松ま
つ

房ふ
さ

治は
る

氏（
池
波
正
太
郎

記
念
文
庫
指
導
員
）

●
対
象　

事
前
学
習
会（
５
月
29
日
㈭
）に

参
加
で
き
る
方

●
定
員　

先
着
28
名

●
参
加
費　

５
０
０
０
円
程
度（
昼
食
代
、

保
険
代
含
む
）

●
申
し
込
み　

５
月
５
日（
月
・
祝
）
〜

23
日
㈮
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

●
そ
の
他　

昼
食
は
肉
料
理
の
み

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

第
10
回
信
州
上
田
本
町
祭

●
期
日　

６
月
14
日
㈯

◇
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
＆
青
空
酒
場

●
時
間　

午
後
５
時

●
場
所　

本
町

●
内
容　

特
設
フ
ー
ド
ブ
ー
ス
／
本
町
自

慢
の
逸
品
料
理
。
イ
ベ
ン
ト
／
青
木
村

義
民
太
鼓
保
存
会
の
演
奏
、
当
日
限
定

ス
イ
ー
ツ
、占
い
な
ど
。六
文
戦
士
ウ
ェ

イ
ダ
ー
登
場
!!
。
魔
法
使
い
ア
キ
ッ
ト

の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー（
午
後
４
時
、
６

時
30
分
。
無
料
）

◇
裏
路
地
コ
ン（
本
町
祭
で
出
会
い
を
探

そ
う
）

●
時
間　

午
後
６
時
〜
９
時（
４
時
30
分

受
付
開
始
）

●
場
所　

カ
ミ
カ
ゼ
、
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
、
ヘ

ブ
ン
、
ロ
フ
ト

催
し

お 知 ら せ

上田市消防団
新団長就任

　４月４日、上田市消防団長の辞令交付が行われ、
和
わ

田
だ

道
みち

明
あき

さん（材木町）に代わり、矢
や

島
じま

昭
あき

徳
のり

さん（久
保林）が新市発足後３人目の団長として就任されま
した。
　任期は２年間で、2,200人余りの消防団員のトッ
プとして、市民の安全・安心の確保のため尽力いた
だきます。

　  消防総務課　TEL26・0119
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

●
対
象　

独
身
の
20
歳
以
上
40
歳
位
ま
で

（
同
性
２
名
１
組
で
申
し
込
み
）

●
定
員　

先
着
男
女
各
50
名

●
参
加
費　

男
性
３
５
０
０
円
、
女
性　

２
０
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
チ
ケ
ッ
ト
４

枚
、
フ
ー
ド
チ
ケ
ッ
ト
１
枚
付
）

●
申
し
込
み　

６
月
７
日
㈯
ま
で
に
、氏

　

名
、
年
齢
、
性
別
、
携
帯
電
話
番
号
を

記
載
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トhttps://

w
w
w
.facebook.com

/honchosai/

、

ま
た
は
メ
ー
ルhonchosai@

gm
ail.

com

に
て
。

●
そ
の
他　

本
町
内
と
周
辺
加
盟
店
で

最
大
７
０
０
０
円
分
使
用
で
き
る
周
遊

券
を
５
０
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。
お

一
人
様
１
冊
限
り
、
１
０
０
冊
限
定
。

詳
細
は
、
電
話
で
宮
尾
商
店（
TEL
24
・

３
３
８
０
）へ
。

　

本
町
成
年
会
事
務
局（
坂
井
）

　
　

TEL
22
・
５
６
２
５

　
　
（

商
工
課
）

講
座
・
教
室

ひ
と
り
親
家
庭
の

暮
ら
し
応
援
講
座

　

輝
い
て
生
き
る
た
め
の
講
座
！
み
な
、

ひ
と
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
や
家
族

の
将
来
を
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時　

５
月
24
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

30
分

●
場
所　

上
野
が
丘
公
民
館

●
内
容　

講
演
会「
し
あ
わ
せ
生
活
術
」

赤あ
か

石い
し

千ち

衣え

子こ

氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ん
ぐ

る
ま
ざ
あ
ず
・
ふ
ぉ
ー
ら
む
理
事
長
）、

支
援
制
度
の
紹
介
、
癒い
や

し
の
空
間（
ク

イ
ッ
ク
整
体
・
ア
ロ
マ
・
ハ
ン
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
）＆
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

お
お
む
ね
50
名

●
受
講
料　

無
料

●
託
児　

１
歳
〜
未
就
学
児（
５
月
16
日

㈮
締
め
切
り
。
先
着
順
。
お
子
様
と
の

参
加
も
可
）

●
申
し
込
み　

５
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
、
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。

　

上
野
が
丘
公
民
館

　
　

TEL
24
・
０
６
５
９

小
学
生
自
然
体
験
教
室

「
里
山
で
自
然
体
験
26
」

　

小
学
生
を
対
象
に
里
山
遊
び
を
体
験
し

な
が
ら
、
自
然
に
つ
い
て
学
ぶ
教
室
を
開

催
し
ま
す（
全
５
回
）。

●
期
日
／
内
容　

①
５
月
17
日
㈯
／
座
摩

神
社
と
北
陸
新
幹
線
Ｅ
７
系
、
②
６
月

21
日
㈯
／
苗
植
え
の
お
手
伝
い
、
③
７

月
19
日
㈯
／
榎
の
実
鉄
砲
を
作
っ
て
飛

ば
そ
う（
短
刀
使
用
）、
④
８
月
２
日
㈯

／
夏
休
み
の
宿
題（
自
由
研
究
）を
や
ろ

う
、
⑤
11
月
８
日
㈯
／
里
山
探
検
隊
ま

と
め

●
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　
「
ゆ
う
す
げ
と
蝶
の
里
」（
上
塩

尻
の
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
近
く
の
里
山
）

に
、
現
地
集
合
・
解
散（
雨
天
中
止
）

●
講
師　

清し

水み
ず

卓た
く

爾じ

氏（
ゆ
う
す
げ
と
蝶

の
里
の
会
代
表
）

●
対
象　

小
学
生（
幼
児
は
保
護
者
同
伴

で
参
加
可
）

●
参
加
費　

小
学
生
１
回
１
０
０
円（
同

伴
の
保
護
者
と
幼
児
は
無
料
）

●
申
し
込
み　

開
催
日
前
日
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
、
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

里
山
地
帯
の

地
域
づ
く
り
講
座
Ⅱ

　

自
然
環
境
学
習
、
保
全
や
整
備
活
動
な

ど
を
学
び
考
え
る「
里
山
講
座
」の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
。
今
年
度
は「
地
域
づ
く

り
」「
６
次
産
業
」に
繋つ
な

げ
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
得
る
内
容
と
し
、
実
際
に
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
て
く
れ
そ
う
な
方
を
対
象
に

開
講
し
ま
す（
全
６
回
）。

●
期
日
／
内
容　

①
６
月
24
日
㈫
／
講

義
：
里
山
概
論「
温
暖
化
と
生
態
系
へ

の
影
響
」、
②
７
月
23
日
㈬
／
現
地
視

察
：「
鹿
・
笹
被
害
の
現
状
」（
美
ヶ
原

高
原
）、
③
８
月
８
日
㈮
／
講
義
：
６

次
産
業
と
地
域
振
興
、
④
９
月
19
日
㈮

／
実
践
：
上
田
の
伝
統
食「
カ
ラ
ス
田

楽
」、
⑤
11
月
６
日
㈭
／
現
地
視
察
：

長
和
町「
ダ
ッ
タ
ン
そ
ば
」と
黒
耀
石
、

⑥
11
月
19
日
㈬
／
現
地
視
察
：「
春
と

秋
の
桜
の
名
所
・
桜
山
公
園
」（
群
馬
県

藤
岡
市
）

●
時
間　

①
③
④
午
前
10
時
〜
正
午
、
②

⑤
⑥
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
頃

●
場
所　

西
部
公
民
館
ほ
か

●
講
師　

清し

水み
ず

卓た
く

爾じ

氏（
里
山
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

６
０
０
円（
初
回
一
括
徴
収
。

別
途
入
場
料
、
交
通
費
な
ど
）

●
申
し
込
み　

５
月
20
日
㈫
〜
６
月
17
日

㈫
に
電
話
、ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

催
し
／
講
座
・
教
室

魔法使いアキット

六文戦士ウェイダー

榎の実鉄砲
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

「
自
然
の
中
で
多
文
化
に

タ
ッ
チ
」講
座

　

市
民
の
森
わ
し
ば
山
荘
で
、
ブ
ラ
ジ
ル

風
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
カ
ポ
エ
イ
ラ
体
験
を

し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

６
月
１
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時（
雨
天
決
行
）

●
場
所　

市
民
の
森
わ
し
ば
山
荘（
現
地

集
合
・
解
散
）

●
内
容　

ブ
ラ
ジ
ル
風
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の

調
理
・
カ
ポ
エ
イ
ラ
体
験

●
受
講
料　

８
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ

●
申
し
込
み　

５
月
９
日
㈮
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

第
89
回
市
民
公
開
講
座

　

高
齢
者
な
ど
の
肌
の
手
入
れ
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
当
院
の
皮
膚
科
医
長
が
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
17
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
演
題　
「
高
齢
者
の
た
め
の
ス
キ
ン
ケ
ア
」

●
受
講
料　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

　
　
（

健
康
推
進
課
）

子
育
て
中
の

マ
マ
の
た
め
の
講
座

　

お
子
様
連
れ
で
も
参
加
で
き
る
マ
マ
の

体
と
心
を
元
気
に
す
る
講
座
で
す（
託
児

付
き
）。

●
日
時　

５
月
12
日
〜
７
月
14
日
の
毎
週

月
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

塩
田
公
民
館

●
内
容　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ヨ
ガ
、
バ
レ

エ
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
バ

ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
、
マ
マ
の
働
き
方
講
座

な
ど
、
毎
回
違
っ
た
内
容
で
す
。

●
対
象　

未
就
園
児
を
お
持
ち
の
母
親

●
受
講
料　

１
回
５
０
０
円（
ク
ラ
ブ
会

員
は
１
回
３
０
０
円
）

●
持
ち
物　

水
分
補
給
用
飲
料
、タ
オ
ル
、

室
内
履
き
、
着
替
え（
必
要
な
方
）

●
申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ
。

　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
71
・
５
３
９
２

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

各
種
教
室

◇
コ
ツ
を
覚
え
て
キ
レ
イ
な
文
字
に
！

　

美
文
字
レ
ッ
ス
ン

　

日
常
使
う
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
筆
ペ
ン
字
を

指
導
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
14
日
㈬
以
降
の
毎
月
第
２

水
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
45
分

（
全
11
回
）

●
場
所　

真
田
中
央
公
民
館

●
講
師　

村む
ら

田た

美み

代よ

子こ

氏（
日
本
習
字
師

範
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

４
６
０
０
円（
別
途
教
材
費
）

◇
は
じ
め
て
の
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
と
ス
ト

レ
ッ
チ
教
室

●
日
時　

５
月
14
日
〜
７
月
30
日
の
水
曜

日
、
午
後
２
時
〜
２
時
50
分（
全
12
回
）

●
場
所　

真
田
体
育
館
柔
道
場

●
対
象　

55
歳
以
上
の
方

●
定
員　

先
着
10
名

●
参
加
費　

３
０
０
０
円

◇
共
通
事
項

●
申
し
込
み　

５
月
７
日
㈬
以
降
、電
話
、

ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
事
務
局
TEL
72
・
２
６
５
７

　
　
（

教
育
事
務
所
）

初
級
・
中
級
英
会
話
教
室

　

初
級
コ
ー
ス
は
、
英
会
話
を
初
め
て
学

習
す
る
方
や
、久
し
ぶ
り
の
方
向
け
で
す
。

中
級
コ
ー
ス
は
初
級
よ
り
少
し
上
の
レ
ベ

ル
で
、
実
践
的
な
英
会
話
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
期
間　

６
月
〜
27
年
３
月（
前
期
・
後

期
各
10
回
。
年
20
回
）

●
場
所　

丸
子
公
民
館

●
コ
ー
ス　

初
級（
日
本
人
講
師
）／
月
２

回
火
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
、中
級（
外

国
人
講
師
）／
、
月
２
回
金
曜
日
午
後

７
時
〜
８
時

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

講
座
・
教
室
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

●
定
員　

先
着
各
12
名（
最
小
開
講
人
数

６
名
）

●
参
加
費　

２
万
円（
前
期
・
後
期
各

１
万
円
）

●
申
し
込
み　

５
月
７
日
㈬
〜
30
日
㈮

に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望

の
コ
ー
ス
を
、
電
話
で
左
記
へ
。　

　

丸
子
公
民
館　

TEL
42
・
３
１
４
７

庭
木
・
庭
園
管
理
講
習

受
講
者
募
集

　

庭
木
・
庭
園
管
理
業
務
の
基
礎
的
な
知

識
と
技
能
を
習
得
し
、
よ
り
有
利
な
条
件

で
雇
用
・
就
業
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
講
習
最
終
日
に
は
合
同
面

接
会（
就
職
相
談
会
）を
開
催
し
ま
す
。

●
講
習
期
間　

６
月
５
日
㈭
〜
19
日
㈭
の

う
ち
９
日
間

●
場
所　

上
田
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
、
上

田
創
造
館

●
対
象　

①
55
歳
以
上
の
就
業
を
希
望
さ

れ
る
方
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方
。
②
全
日
程
を
受

講
で
き
る
方
。
③
脚
立
作
業
の
可
能
な

方
●
定
員　

20
名（
応
募
多
数
時
は
選
定
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

５
月
19
日
㈪
ま
で
に
、
直

接
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田
、
ま
た
は
左
記

窓
口
へ
。

　
（
公
社
）上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー　

TEL
23
・
６
０
０
２

　
　
（

高
齢
者
介
護
課
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

前
期
講
習
会（
全
５
回
）

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
誰
も
が
気

軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ「
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」の
基
本
を
学
び
ま
せ
ん

か
。

●
日
時　

５
月
12
日
・
19
日
・
26
日
、
６

月
２
日
・
９
日
の
月
曜
日
／
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
頃（
雨
天
時
は
延
期
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
多
目
的
広
場

（
野
球
場
東
側
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

な
し

●
受
講
料　

５
０
０
円（
講
習
初
日
に
徴

収
）

●
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、帽
子
、

水
分
補
給
用
飲
料

　

※
用
具
は
無
料
で
貸
出
し
可

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

（
猪
飼
）

　
　

TEL
０
９
０
・
９
２
４
４
・
０
２
５
０

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

募　

集

第
30
回
真
田
ま
つ
り

騎
馬
戦
劇
出
演
者
募
集

　

第
30
回
真
田
ま
つ
り
で
上
演
さ
れ
る
騎

馬
戦
劇
の
出
演
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
２
日
㈯
午
後（
予
定
）

●
場
所　

真
田
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
内
容　

騎
馬
戦
劇
内
を
足
軽
な
ど
で
出

演
し
、
簡
単
な
殺た

陣て

を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
対
象　

中
学
生
以
上

●
条
件　

①
事
前
練
習
会
に
原
則
、
全
て

参
加
で
き
る
こ
と
。
②
18
歳
未
満
の
方

は
保
護
者
の
承
諾
、
お
よ
び
保
護
者
に

よ
る
送
迎
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

●
事
前
練
習
会　

①
期
日
／
６
・
７
月
の

毎
週
土
曜
日
、
②
場
所
／
上
田
城
跡
公

園
第
二
体
育
館（
詳
細
は
申
込
後
お
知

ら
せ
し
ま
す
）

●
申
し
込
み　

５
月
31
日
㈯
ま
で
に
、
電

話
、
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

●
そ
の
他　

自
前
の
甲か

っ

冑ち
ゅ
うを

お
持
ち
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

真
田
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
（

産
業
観
光
課
内
）

　
　

TEL
72
・
２
２
０
４

講
座
・
教
室
／
募
集
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「
稲
倉
棚
田
」の

オ
ー
ナ
ー
追
加
募
集

　
「
日
本
の
棚
田
百
選
」に
認
定
さ
れ
て
い

る
、「
稲
倉
棚
田
」の
オ
ー
ナ
ー
を
追
加
募

集
し
ま
す
。
美
し
い
風
景
の
中
で
田
植
え

や
稲
刈
り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
内
容　

約
１
０
０
㎡
の
区
画
で
田
植
え

と
稲
刈
り
を
体
験
い
た
だ
け
ま
す
。
詳

し
く
は
電
話
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
募
集
区
画　

10
区
画
程
度（
先
着
順
）

●
料
金　

玄
米
コ
ー
ス
／
３
万
円
、
白
米

コ
ー
ス
／
３
万
５
０
０
０
円
、
も
ち
米

コ
ー
ス
／
３
万
５
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
稲
倉

棚
田
オ
ー
ナ
ー
募
集
」に
あ
る
申
込
書

を
利
用
い
た
だ
く
か
、
左
記
窓
口
へ
。

電
話
で
の
資
料
請
求
も
で
き
ま
す
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

う
え
だ
城
下
町
映
画
祭

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

う
え
だ
城
下
町
映
画
祭
実
行
委
員
会
で

は
、
映
画
祭
の
企
画
や
当
日
の
運
営
に
協

力
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
映
画
が
好
き
な

方
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
に
興
味
の

あ
る
方
、
ぜ
ひ
一
緒
に
映
画
祭
を
つ
く
り

ま
せ
ん
か
。

●
活
動
内
容　

企
画
の
立
案
や
上
映
作
品

の
選
定
、
自
主
制
作
映
画
コ
ン
テ
ス
ト

の
運
営
、
印
刷
物
の
作
成
、
関
係
者
と

の
交
渉
、
広
報
活
動
、
会
場
設
営
、
当

日
の
運
営
な
ど
。

●
応
募
方
法　

う
え
だ
城
下
町
映
画
祭
実

行
委
員
会
事
務
局（
文
化
振
興
課
）ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

東
日
本
大
震
災
の

義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

現
在
も
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
被
災
者
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
引

き
続
き
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
に
、
市

内
６
か
所
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
、
義
援

金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ん
が
一
日
も
早
く
平
穏
な
生
活
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
温
か
い
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
領
証
が
必
要
な
場
合
は
、
市

役
所
福
祉
課
、
ま
た
は
丸
子
・
真
田
・
武

石
健
康
福
祉
課
の
窓
口
に
直
接
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●
設
置
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
・
南
庁
舎
、

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ
ザ
う
え

だ
、
丸
子
・
真
田
・
武
石
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー

●
受
付
期
間　

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫
ま

で
　

福
祉
課　
　
　

TEL
71
・
８
０
８
１

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

美
ヶ
原
高
原
サ
サ
刈
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

美
ヶ
原
自
然
再
生
事
業
の
一
環
で
サ
サ

刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
参

加
者
に
は
記
念
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
期
日　

５
月
17
日
㈯（
小
雨
決
行
）

●
交
通
手
段
／
集
合
場
所
／
集
合
時
間

　

①
バ
ス
送
迎（
先
着
30
名
）
／
武
石
地

域
自
治
セ
ン
タ
ー
／
午
前
８
時
30
分

　

②
自
家
用
車
／
美
ヶ
原
ふ
る
さ
と
名
産

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
／
午
前
９
時
30
分

●
作
業
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

●
作
業
場
所　

美
ヶ
原
高
原
物
見
石
周
辺

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
群
生
地

●
対
象　

小
学
生
以
上（
た
だ
し
、
小
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

●
持
ち
物　

弁
当
、
水
分
補
給
用
飲
料
、

雨
具
、
帽
子
な
ど（
昼
食
時
に
豚
汁
の

サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
軍
手
、
鎌
な
ど
作
業

用
具
は
用
意
し
ま
す
）

●
申
し
込
み　

５
月
14
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

産
業
観
光
課　

TEL
85
・
２
８
２
８

募
集
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

募
集

募 集

平成27年４月１日採用予定の上田市職員（大学卒業程度）を募集します

●試験区分／受験資格など

試験程度 試験区分 採用予定
人　　員 受　　験　　資　　格 試験科目

大学卒業
程　　度

一般行政事務 20名程度 昭和59年４月２日以降に生まれた方
教　養
専　門

土木技術
若干名

昭和54年４月２日以降に生まれた方

保 健 師 昭和54年４月２日以降に生まれた方で、保健師の資格を有す
る方（平成27年３月31日までに資格取得見込みの方を含む）

●受験申込　６月１日㈰～６日㈮午前９時～午後５時に、市役所（募集要項記載の受験申込会場）へ受験者本人が必要書
類を持参してください（日曜日も受付。郵送不可）。

●必要書類　受験申込書、履歴書、82円切手貼付の長型３号封筒（合否連絡用に、受験者の住所・宛名を記入）、保健師
区分の受験者は資格免許証の写し、または修了（卒業）見込証明書

 ※受験申込書・履歴書は、市役所本庁舎１階総合案内、および各地域自治センターに備えてあります。
 　また、市ホームページからもダウンロードできます。
●第一次試験　６月22日㈰午前８時30分～（８時受付開始）
●その他　短期大学卒業程度（保育士）、高等学校卒業程度（一般行政事務）の第一次試験は９月21日㈰に予定しています。
　 人材開発課　TEL23・5332
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県
営
住
宅
入
居
者
補
充
募
集

　

上
田
市
、
東
御
市
に
あ
る
県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

６
月
２
日
㈪
〜
６
日
㈮
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
受
付
場
所　

住
宅
供
給
公
社
上
田
管
理

セ
ン
タ
ー（
上
田
合
同
庁
舎
南
棟
内
）

●
抽
選
会　

６
月
12
日
㈭
午
後
１
時
30
分

〜
／
上
田
合
同
庁
舎
南
棟
２
階
会
議
室

●
そ
の
他　

募
集
の
詳
細
は
、
５
月
20
日

㈫
以
降
、
住
宅
供
給
公
社
上
田
管
理
セ

ン
タ
ー
へ
直
接
、
ま
た
は
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.nagano-jkk.

jp/

）で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
供
給
公
社
上
田
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
29
・
７
０
１
０

　
　
（

住
宅
課
）

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

国
道
交
通
省
千
曲
川
河
川
事
務
所
で
は

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
内
容　

千
曲
川
や
犀
川
に
関
す
る
意

見
、
モ
ニ
タ
ー
自
身
の
河
川
愛
護
に
関

す
る
活
動
の
報
告
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
情
報
、
そ
の
他
を
最
低
月
1
回

報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
対
象　

満
20
歳
以
上
の
方
で
、
千
曲
川

や
犀
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、
河
川

愛
護
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
。

●
任
期　

７
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
６
月

30
日
ま
で

●
定
員　

若
干
名

●
報
酬　

月
額
４
５
８
０
円

●
申
し
込
み　

５
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
官

製
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、「
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ー
応
募
用
紙
希
望
」と
記
入
の
上
、

次
の
応
募
先
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

折
り
返
し
、
応
募
用
紙
と
募
集
に
つ
い

て
の
詳
し
い
説
明
書
を
郵
送
し
ま
す
。

●
応
募
先　

〒
３
８
０

－

０
９
０
３　

長
野
市
鶴
賀
字
峰
村
74
番
地　

国
土
交

通
省
千
曲
川
河
川
事
務
所
占
用
調
整
課

「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
」係

　

国
土
交
通
省
千
曲
川
河
川
事
務
所

　
　

占
用
調
整
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
７
・
７
７
６
８

　
　
（

管
理
課
）

「
街
を
盛
上
げ
る
実
践
講
座
」

実
行
委
員
募
集

　
「
街
を
盛
上
げ
る
実
践
講
座
」実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
こ
の
講
座
は
全
国

か
ら
集
ま
る
方
々
と
街
づ
く
り
に
つ
い

て
、
話
し
合
い
、
実
践
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、
10
月
11
日
か
ら
13
日
に

開
催
予
定
で
す
。
一
緒
に
企
画
・
運
営
し

ま
し
ょ
う
。
初
め
て
の
方
、大
歓
迎
で
す
。

●
日
時　

５
月
９
日
㈮
午
後
７
時

●
場
所　

旧
Ｕウ

ノ
Ｎ
Ｏ
カ
フ
ェ（
海
野
町
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。

　

街
を
盛
上
げ
る
実
践
講
座
準
備
委
員

　
　

会（
竜
野
）　

TEL
25
・
３
５
５
６

　
　
（

商
工
課
）

よ
い
歯
を
お
持
ち
の
方

大
募
集

　

長
野
県
、
お
よ
び
長
野
県
歯
科
医
師
会

で
は
、「
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
対
象　

平
成
25
年
4
月
1
日
〜
平
成
26

年
３
月
31
日
の
間
に
３
歳
児
健
診
を
受

け
た
幼
児
と
そ
の
親（
母
親
か
父
親
の

ど
ち
ら
か
）で
、
子
・
親
と
も
に
健
康

な
歯
を
お
持
ち
の
方

●
申
し
込
み　

５
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
、
市
役
所
健
康
推
進
課（
TEL
23
・

８
２
４
４
）へ
。

　

長
野
県
健
康
福
祉
部
健
康
長
寿
課

　
　

健
康
増
進
係

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
１
６

大
豆（
こ
う
じ
い
ら
ず
）畑
の

オ
ー
ナ
ー
大
募
集
！

　

種
ま
き
や
枝
豆
・
大
豆
な
ど
の
収
穫
を

行
い
、
作
物
を
育
て
る
喜
び
を
交
流
会
を

通
じ
て
体
験
し
た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。

●
場
所　

前
山（
西
塩
田
地
区
）の
畑

●
内
容　

大
豆
種
ま
き
交
流
会
や
収
穫
交

流
会
な
ど
、
年
５
回
程
度
の
交
流
会
。

募
集
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

25 Information A La Carte

お宝発見！
市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。

上田の

リ
ン
ゴ
収
穫
体
験
も
あ
り
ま
す
。
初
回

は
６
月
22
日
㈰
に
種
ま
き
交
流
会
を
実

施
し
ま
す
。

●
定
員　

35
組（
申
込
多
数
時
は
抽
選
）

●
年
会
費　

５
０
０
０
円
／
１
口

●
申
し
込
み　

６
月
２
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
、
ま
た
は
直
接
信
州
う
え
だ
農
業
協

同
組
合
塩
田
営
農
セ
ン
タ
ー
西
塩
田
大

豆
オ
ー
ナ
ー
係
へ
。

　

信
州
う
え
だ
農
業
協
同
組
合
塩
田
営

農
セ
ン
タ
ー
西
塩
田
大
豆
オ
ー
ナ
ー

係　

TEL
38
・
３
１
０
１

　
　
（

農
政
課
）

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

旧
上
田
藩
主
に
伝
わ
っ
た
織
田
信
長
の
韋
胴
服

「
小こ

文も
ん

地じ

桐き
り

紋も
ん

付つ
き

韋か
わ

胴ど
う

服ぶ
く

」

き
、
生
地
一
面
に
連
続
し
た

模
様
を
染
め
抜
く
方
法
で
、

今
で
も
和
服
の
地
に
よ
く
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
模
様
の

割
付
け
や
染
め
方
が
優
れ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
小
紋
染

衣
服
の
最
も
古
い
資
料
の
ひ

と
つ
で
室
町
時
代
の
韋
製
の
服
飾
資
料
と
し
て
貴
重
な
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
白
鹿
革
を
切
り
抜
い
た「
五ご

三さ
ん

の
桐き
り

」と
い
う
紋

章
が
七
か
所
に
縫
い
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
松
平
家
の
家

紋
と
な
っ
て
い
る
五
三
の
桐
紋
は
、
こ
れ
に
ち
な
ん
だ
も

の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

織
田
信
長
が
永
禄
11（
１
５
６
８
）年
、
近
江（
滋
賀
県
）

の
六ろ
っ

角か
く

義よ
し

賢か
た

の
箕み

作づ
く
り

城
を
攻
め
た
と
き
、
旧
上
田
藩
主
の

先
祖
に
あ
た
る
松
平
信の
ぶ

一か
ず

は
、
応
援
の
軍
勢
を
率
い
て
そ

の
戦
い
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
め
ざ
ま
し
い
働
き
ぶ
り

に
感
激
し
た
信
長
は
着
て
い
た
桐
紋
付
き
の
革
の
胴
服
を

脱
い
で
信
一
に
与
え
た
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
が
こ
の
胴
服

で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

宝
永
３（
１
７
０
６
）年
、
真
田
氏
の
後
上
田
藩
を
治
め

て
い
た
仙
石
氏
が
出い

石ず
し（
兵
庫
県
豊
岡
市
）に
国
替
え
に
な

り
、
出
石
藩
か
ら
松
平
忠た
だ

周ち
か

が
上
田
へ
転
封
さ
れ
、
以
降
、

松
平
氏
が
明
治
維
新
ま
で
上
田
藩
を
治
め
ま
し
た
。

　

こ
の
小
文
地
桐
紋
付
韋
胴
服
は
そ
の
松
平
家
に
伝
わ
っ

た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
丈
の
短
い
上
着
は
、
室
町
時
代

後
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
頃
に
武
将
た
ち
が
好
ん
で
着

用
し
、
後
の
羽
織
の
も
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

韋
胴
服
の「
韋
」と
は
、「
な
め
し
が
わ
」と
も
読
み
、
毛

皮
の
毛
と
脂
を
取
り

除
い
て
柔
ら
か
に
し

た
も
の
で
、
こ
れ
は

鹿
の
皮
で
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

表
に
は
全
体
に
白

い
小
さ
な
模
様
が
染

め
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
小こ

紋も
ん

染ぞ
め

と
い
い
、
型
紙
に
細

か
な
紋
様
を
彫
り
抜

織田信長所用韋胴服

白鹿革の五三の桐紋

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市広報情報課（TEL71･8080）または㈲ダンディ信濃（トミー企画 TEL23･1706）へ。



丸子図書館　　　　　　　　　TEL42・2414

丸子図書館「おはなし会」
　開館２周年を記念して、２日にわたっておはなしボラン
ティアの皆さんによる大型絵本や読み聞かせなど、もりだ
くさんの内容で開催します。
日　時 　５月17日㈯・18日㈰10：30～
参加費 　無料
申し込み 　不要

真田図書館　　　　　　　　　TEL72・8080

真田図書館「おはなし広場」
　図書館サポーター「ミミールの会」の皆さんによる地域の
民話の紙芝居をお楽しみください。
日　時 　５月17日㈯10：30～11：00
参加費 　無料
申し込み 　不要

講　師 　酒
さか

井
い

春
はる

人
と

氏（龍
りゅう

鳳
ほう

書
しょ

房
ぼう

代表取締役）
定　員 　先着25名
受講料 　3,000円
申し込み 　５月10日㈯以降、電話で。

民話子ども語り手養成講座（全８回）
　上田は全国的にもよい民話の多い地域です。次代の子ど
もたちに民話の語り手になってもらうための講座を開催し
ます。
日　時 　６月８日～平成27年３月８日までの毎月第２

日曜日（８月と２月を除く）、13：30～15：00 
場　所 　上田駅前ビル・パレオ２階会議室
講　師 　稲

いな

垣
がき

勇
ゆう

一
いち

氏（塩田平民話研究所所長）
対　象 　昔話・民話・絵本・物語に興味のある子どもたち
定　員 　先着10名
参加費 　1,000円
申し込み 　５月10日㈯以降、電話で。

絵本講座（大人向け、全８回）
　優れた文学と美術が結びついた絵本は、子どもだけでは
なく大人にとっても重要な文化財です。そんな優れた絵本
を、毎回一冊ずつ深く読み込んでいきます。
日　時 　６月８日～平成27年３月８日までの毎月第２

日曜日（８月と２月を除く）、10：00～11：45
場　所 　上田駅前ビル・パレオ２階会議室
講　師 　稲垣勇一氏（読書アドバイザー、絵本講師）
対　象 　大人
定　員 　先着30名
受講料 　4,000円
申し込み 　５月10日㈯以降、電話で。

地域の文化を支えた人々パート６　竹内善吾
　上田地域の文化人について全６回にわたって講座を開催
します。第２回目は江戸時代に算学で東の大関として日本
一の評価を受け、上田藩で活躍した竹

たけ

内
うち

善
ぜん

吾
ご

について講演
いただきます。
　地元を知り、もっと上田を好きになりませんか！
日　時 　６月14日㈯13：30～15：00
講　師 　小

こ

林
ばやし

博
ひろ

隆
たか

氏（長野県和算研究所幹事長）
定　員 　先着30名
受講料 　100円
申し込み 　５月９日㈮以降、電話で。

市民プラザ・ゆう　　　　　   TEL27・2988

日商簿記３級検定取得準備講座（全23回）
　就職への準備として、仕事でのスキルアップとして、仲
間と共に成長していきませんか
日　時 　６月10日～11月11日の毎週火曜日と11月14日

の金曜日、18：30～20：30（９月23日（火・祝）は
休み）

対　象 　市内在住・在勤の方
定　員 　先着34名
受講料 　6,900円
　　　　　（別途、初回にテキスト代6,500円程度必要）
申し込み 　５月13日㈫以降、参加費を添えて直接窓口へ。

電話での仮予約も可能ですが、一週間以内に受
講料を持参ください。
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施設イベント ※場所の記載がないイベントは、文頭の各施設で実施します。

上田情報ライブラリー　　　 TEL29・0210

朗読とバイオリン・チェロのコラボレーション
　朗読と弦楽演奏の異なる世界のハーモニーをお楽しみく
ださい。
日　時 　５月17日㈯14：00～15：30（開場13：30）
場　所 　上田駅前ビル・パレオ２階会議室
内　容 　朗読／向田邦子作「子供たちの夜」、加島祥造作

「受いれる」ほか、弦楽演奏／ドヴォルザーク作
「ユーモレスク」、菅野よう子作「花は咲く」ほか

出　演 　いまあじゅの会（朗読）、デュオ・コモド（弦楽演
奏）

対　象 　朗読と音楽を楽しみたい大人の方
参加費 　無料
申し込み 　不要

みんなで作ろう！絵本制作会
　あなたの想いを絵本にたくしてみませんか？信州大学繊
維学部・共創デザインラボの学生チームがお手伝いします
ので絵や文章を書くことが苦手な人でも大丈夫です。数名
のチームを作り、皆さんそれぞれの感性とできることを持
ち寄って、世界に一冊の絵本を作りましょう。
日　時 　５月24日㈯・25日㈰・31日㈯、６月１日㈰の
 13：00～17：00
 　　　　　（ご都合にあわせて最低２日ご参加ください）
場　所 　上田情報ライブラリーセミナールーム
 ※５月24日のみ信州大学繊維学部図書館
定　員 　先着２組（申込多数時は、次回を案内します）
参加費 　7,000円（材料費）
申し込み 　５月17日㈯までに、電話で。

「文章基礎講座」受講生募集（全３回）
　自分史・仕事録・趣味の記録・研究記録などをテーマに
魅力的な文章の書き方を学び、具体的な指導を受けます。
講座終了後に受講者の中から６人を選定し、「執筆編集講
座」にご参加いただき、冊子にまとめたものを図書館に寄
贈します。（執筆編集講座参加費は別途5,000円。９月から
月１回開催）
日　時 　６月７日・21日、７月19日の土曜日
 14：00～16：00

マルチメディア情報センター　   TEL39・1000
URL　http：//www.umic.jp/

インターネット講座検索編
　インターネットでホームページ検索をしたい方のための
講座です。検索エンジンを使って、探している情報が載っ
たホームページを検索する方法を学びます。スマートフォ
ンでの検索についても紹介します。
日　時 　６月７日㈯13：30～16：00
対　象 　キーボード・マウス操作のできる方
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
受講料 　1,500円
申し込み 　５月17日㈯～６月６日㈮に電話、または直接

窓口へ。

ステップアップIllustrator講座【CS6使用】
　Illustratorの基本操作をご存じの方を対象に、チラシや
本格的なイラストレーションを作るツールやテキストの扱
い方、Web画像などの作成方法を学びます。
日　時 　６月16日・23日・30日、７月７日の月曜日
 13：30～16：00
講　師 　児

こ

玉
だま

藤
ふじ

枝
え

氏（デザイナー）
対　象 　Illustratorの基本がわかる方　
定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
受講料 　3,000円
申し込み 　５月26日㈪～６月15日㈮に電話、または直接

窓口へ。

iPadで取材する「真田氏歴史館とゆかりの史跡」
ブログ作成セミナー（全３回）
　iPadを使い、市内で取材・撮影した場所についてブログ
記事を作成し、公開するセミナーです。今回は、真田氏歴
史館と真田氏ゆかりの寺などを取材します。
◇第１回目　ブログを作るためのiPadの操作
期　日 　６月19日㈭
内　容 　iPadでのインターネットの使い方、写真の撮り

方など
◇第２回目　真田氏歴史館と史跡の取材・撮影
期　日 　６月24日㈫
内　容 　取材と撮影。真田氏歴史館、真田氏屋敷跡、信

綱寺ほか
◇第３回目　レポートブログ作り
期　日 　７月３日㈭
内　容 　撮影した写真を使用してブログ記事を作成
◇共通事項　
時　間 　13：30～16：30 
対　象 　インターネットで上田の魅力を外部に向けてア

ピールしたい方

定　員 　先着20名（最少催行人数５名）
受講料 　3,000円
持ち物 　iPad（貸出可。先着７名）
申し込み 　５月29日㈭～６月17日㈫に電話、または直接

窓口へ。
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　市立美術館開館記念事業として、12月６日から平成27年１月12日に展覧

会を開催する、若手アーティストの小松美羽さんが、市長を表敬訪問しまし

た。

　「土地の力、地域の力、人の力を表現したい」と熱い思いを持つ小松さんの

展覧会が今から楽しみです。

 新進気鋭の画家・小
こ

松
まつ

美
み

羽
わ

さん
 （市長表敬訪問）

　３月29日から開催された「信州国際音楽村すいせん祭り2014」では、約

3,000㎡の畑におよそ10万本のスイセンが可
か

憐
れん

な花を咲かせました。青空の

下、スイセン畑には音楽が流れ、家族や友人などと訪れた方々は、写真を撮っ

たり香りをかいだりと、ゆったりとした時間を過ごしていました。

10万本のスイセンが満開
（信州国際音楽村すいせん祭り2014）

３月29日㈯～４月20日㈰

　ブラジル・パラナ州から、日本の各都市との経済交流を目的に、パラナ・

日伯商工会議所率いる訪問団（35人）が４月９日から11日の日程で上田を訪

れ、市長を表敬訪問しました。

　代表のオオシロ・ヨシアキ氏は、「今後、パラナと上田、ブラジルと日本

との経済交流を広げていきたい」と強い意気込みを語られました。

ブラジル・パラナ州経済ミッション団
（市長表敬訪問） 

４月９日㈬

真田氏館跡（御屋敷公園）のツツジ
　真田氏館跡（御屋敷公園）は真田氏が上田城を築城する前に居住していた館の跡で、ツツジの
名所としても知られています。
　５月中旬から６月上旬には、約600株のヤマツツジが見ごろを迎えます。大人の背丈ほども
あるヤマツツジが公園一帯真っ赤に咲き誇り、訪れた人を楽しませてくれます。
　また隣接する真田氏歴史館には、真田氏ゆかりの古文書や武具などが展示されており、１年
を通して多くの観光客が訪れています。

表紙説明

　４月15日、上田創造館において上田市地域協議会合同委嘱式が開催され、

新市発足後５期目の協議会がスタートしました。

　今後は、市の附属機関として、住民の自治意識の高揚や、それぞれの地域

の個性や特性を生かしながら市全体の発展を目指す「分権型自治」の形成に向

けて検討・提言などを行っていただきます。

上田市地域協議会合同委嘱式
（第５期）

４月15日㈫

４月２日㈬
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鹿
教
湯
地
域
で
は
、
近
年
の
観
光
客
や
リ
ハ
ビ
リ
来
訪
者
の
減
少

や
地
域
の
少
子
高
齢
化
の
影
響
か
ら
、
地
域
活
性
化
の
取
組
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
た
な
地
域
の
魅
力
を
創
造
し
、
将

来
に
向
け
て
持
続
的
な
生
活
が
で
き
る
地
域
と
し
て
発
展
し
て
い
く

方
策
を
検
討
す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら「
鹿
教
湯
温
泉
１
０
０

年
ブ
ラ
ン
ド
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、
長
野
大
学
な
ど

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
・
観
光
業
の
代
表
者
な
ど
３
０
０
名
で

活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
客
観
的
な
視
点
か
ら
意
見
集
約
を
行
う

た
め
、地
域
へ
の
利
害
関
係
が
な
い
第
三
者
に
会
議
の
進
行
役（
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
）を
依
頼
し
、
ま
た
、
若
年
層（
20
〜
40
代
）の
新
し

い
発
想
・
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
た
め
の
環
境
を
整
備
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
地
域
の
方
も
知
ら
な
い
鹿
教
湯
温
泉
を「
知
っ
て
も

ら
う
」こ
と
を
目
的
に
、
大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
の
古
い
写
真
を

集
め
、
鹿
教
湯
温
泉
交
流
セ
ン
タ
ー

で
展
示
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
地
域
の

方
や
宿
泊
に
訪
れ
た
お
客
さ
ん
な

ど
大
勢
の
方
に
見
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
、
鹿
教
湯
の
魅
力
の
一
端
を

披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
を
務

め
る
齋
藤
明
さ
ん（
ふ
ぢ
や
旅
館
）は
、「
こ
れ
ま
で
は
、
住
民
と
観
光

業
を
営
む
人
と
の
接
点
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
、
鹿
教
湯
地
域
の
将
来
に
向
け
て
、
意
見
交
換
が
で
き
た

こ
と
は
非
常
に
有
意
義
」と
話
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
文
殊
堂
児
童
公
園
の
改
修
や
、
湯
坂
で
行
っ
て
い
る
短

冊
の
新
た
な
掲
示
の
仕
方
を
検
討
し
な
が
ら
、
産
学
連
携
に
よ
る
意

見
交
換
で
新
た
な
価
値
を
掘
り
起
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
魅
力
あ
る

鹿
教
湯
地
域
を
創
造
す
る
た
め
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

観
光
と
生
活
が
融
和
し
た
地
域
を
目
指
し
て

鹿教湯温泉100年ブランド創造プロジェクト

〈事業の紹介〉
鹿教湯温泉100年ブランド創造プロジェ
クトでは、平成24年度から、将来にわ
たり鹿教湯温泉が持続的に発展できるよ
う、若者の意見を積極的に取り入れなが
ら、新たな魅力発見に取り組んでいます。
今後も、鹿教湯地区の歴史をひも解きな
がら地域の魅力を探り、愛着と誇りを
もって、地域住民・観光業者・観光客が
将来にわたって共存できる地域づくりを
目指します。

わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

代
表
者
／
齋さ
い

藤と
う

明あ
き
ら

さ
ん（
写
真
下
）

災害時の情報入手は「上田市メール配信」で！

●配信情報
・緊急速報（避難情報、災害情報など）　　　　・防災情報（気象情報、河川水位情報など）
・火災情報（火災情報、行方不明者情報など）　・イベント情報　　・霜注意報
・不審者情報　　・子育て情報　　・商工業情報
●登録方法
①「mail_reg@www.city.ueda.nagano.jp」に「空メール（題名、本文は未入力の状態）」を
送信※カメラ付きの端末をお持ちの方は、左の登録アドレスの二次元コードをご利用く
ださい。
②しばらくして返信されるメールの本文に記載されているアドレスにアクセス
③希望する配信情報を選択し、確認・登録ボタンを押して登録完了

　  広報情報課　TEL71・8080
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四ツ葉ス
ケッチチ

　４月５日・６日、自然運動公園総合体育
館においてｂｊリーグ信州ブレイブウォリ
アーズ対埼玉ブロンコス戦が開催されまし
た。６日は、市内外から訪れた1,546人の
観客が見守る中、試合は95対82で、ブレ
イブウォリアーズが初のプレーオフ進出に
王手をかける勝利を手にしました。
　試合開始前に行われたエキシビジョン
ゲームでは、市立第一中学校と東御市立東
部中学校のバスケットボール部（男子）が対
戦。
　上小地区の新人戦で１・２位となった両
チームは、プロの試合会場という、いつも
と違う雰囲気の中、これまでの練習の成果
を発揮しました。
　「めったにない機会。全員が出場できる
ように配慮した」と顧問の二

に

村
むら

智
さとる

教諭（第一
中学校）は話し、内

うち

山
やま

夏
か

寿
ず

キャプテンは、
自らの試合を振り返り「ミスが多かった」と
し、プロの試合を見て「質が高く、パスも
シュートも確実に決めているのがすごい」
と感心していました。

目
指
せ
！
未
来
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
！

市
内
中
学
校
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

　

４
月
８
日
、
依
田
川
丸
子
橋

付
近
で
今
年
25
回
目
を
迎
え
る

鯉
の
ぼ
り
あ
げ
が
行
わ
れ
、
約

１
０
０
ｍ
の
川
幅
い
っ
ぱ
い
に

色
鮮
や
か
な
鯉
の
ぼ
り
が
元
気

に
泳
ぎ
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
鯉
の
ぼ
り
は
、
家
庭
で

不
要
に
な
っ
た
も
の
を
譲
り
受

け
て
依
田
川
に
揚
げ
て
い
る
も

の
で
、
当
日
は
、
掛か
け

川か
わ

忠た
だ

康や
す

海

戸
自
治
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
鉄
塔
に
掛
け

る
太
い
ワ
イ
ヤ
ー
を
丸
子
公
園
側
と
桜
堤
防
側

に
分
か
れ
て「
ゆ
っ
く
り
」、「
無
理
し
な
い
で
」

と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
張
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

鯉
の
ぼ
り
が
あ
げ
ら
れ
る
と
、
丸
子
橋
を
通

る
バ
ス
も
減
速
し
な
が
ら
走
行
し
、
堤
防
を
散

歩
す
る
保
育
園
児
な
ど
は
、
優
雅
に
泳
ぐ
鯉
の

ぼ
り
の
姿
を
笑
顔
で
見
つ
め
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
掛
川
さ
ん

は
、「
こ
の
鯉
の
ぼ
り
は
、
本
当
の
依
田
川
を

泳
い
で
い
る
魚
の
よ
う
に
美
し
い
。
子
ど
も
た

ち
の
歓
声
を
聞
く
と
、
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
の

〝
春
一
番
〞の

行
事
を
こ
れ

か
ら
も
半
世

紀
以
上
続
け

ら
れ
る
よ
う

盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し

た
。

半世紀以上の継続をめざして
春を告げる依田川の鯉のぼり
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　保育園に入園前の子どもと保護者を対象に
毎月開催されている「あそびの教室」が、４月
10日、「ふれんず」武石児童館で行われまし
た。
　あそびの教室では、遊び場所やお友だちに
慣れ、自由に好きな遊びをすることで気持ち
が満足し、その後の遊びへと行動をスムーズ
に移すための自由遊びの時間や、課題遊びの
時間があります。自由遊びの後、朝の会が始
まり絵本の読み聞かせや歌などを楽しみまし
た。また、課題遊びでは親子体操が行われ、
親子で触れ合ったり、お友だちと一緒に体を
動かしたりして体操を楽しみました。
　参加したお母さんは、「家でひとり遊びを
しているよりも、お友だちを意識しながらの
びのびと遊べる」、「同じ立場の母親同士の良
い情報交換の場になっている」と、話してい
ました。
　市内に住所がある入園前のお子さんならど
なたでも参加できます。ふれあいの場「あそ
びの教室」にぜひお出かけください。

　

傍
陽
中
組
自
治
会
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
伝
統
行
事「
天
神
祭
」

を
、
中
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
、

毎
年
３
月
24
日
夜
と
25
日
朝
の

２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

25
日
朝
、
中
学
生
以
下
の
子

ど
も
た
ち
20
人
ほ
ど
が
、
学
問

の
神
様　

菅す
が

原わ
ら
の

道み
ち

真ざ
ね

公
が
祭
ら

れ
て
い
る
祠ほ
こ
ら

に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
み
ん
な
で
菅
原
道
真

公
に
お
参
り
を
し
て
か
ら
、
灯と
う

篭ろ
う

を
持
ち
、
太
鼓
を
た
た
き
な
が

ら
自
治
会
内
を
約
１
時
間
か
け

て
歩
い
て
回
り
ま
す
。
灯
篭
に

は
、「
頭
が
良
く
な
り
ま
す
よ
う

に
」、「
少
年
よ
大
志
を
抱
け
」な

ど
の
思
い
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
こ
の
祭

り
は
、
子
ど
も
が
多
か
っ
た
時
期
に
は
長
い
行
列
が
で
き
、
歌
を

歌
っ
た
り
、
中
学
生
が

獅
子
を
被
っ
た
り
し
な

が
ら
祭
り
を
盛
り
上
げ

て
い
た
そ
う
で
す
。
現

在
は
子
ど
も
が
少
な
く

な
り
、
行
列
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
地
域
の
伝
統

は
し
っ
か
り
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
祭
り
に
参

加
し
た
真
田
中
学
３

年
生
の
飯い
い

嶋じ
ま

楓か
え
で

さ
ん
と

三み
つ

井い

麻ま

友ゆ

さ
ん
は
、「
受

験
生
と
し
て
一
生
懸
命

勉
強
し
た
い
」、「
志
望

校
に
合
格
で
き
る
よ
う

頑
張
り
た
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

傍陽中組　天神祭

子供たちの手で受け継ぐ伝統行事

あ
そ
び
の
教
室

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
の
び
の
び
と
遊
ぼ
う
！

3131



この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙を使用しています。

人口：160,839人 男：78,684人 女：82,155人 世帯数：65,643世帯
　　　（3,209人）　 　（1,485人）　 　（1,724人）

市の人口（平成26年４月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。

おまたせしました！
交流文化芸術センター・市立美術館の愛称が決まりました

愛称「サントミューゼ」
　市内外から多くの応募（総数1,649作品）を
いただいた施設の愛称が、４月10日、市内
商工関係、自治会関係、文化芸術関係者など
で構成する「交流・文化施設愛称選考委員会」
で選考され、愛称が決定しました。選考は、
本委員会での最終選考に先立ち、市民50名
によるワーキングチームでの検討も行うな
ど、多くの皆さんに参加いただく中で進めら
れました。
　決定した愛称「サントミューゼ」は、上田市
出身で茨城県在住の太

おお

田
た

圭
けい

さん（57歳・男性）
の作品で、かつて蚕業で栄えた上田市を表す
「蚕都（さんと）」や、施設の理念である「３つ

の育
はぐく

み（文化・ひと・まちを育てる）の「３（さん）」、太陽の「Sun（サン）」、「ミューズ（英Muse）」をかけあわせた造語
として応募されました。
　決定作品のほか、優秀作品として４作品が選考され、10月２日の開館記念式典で表彰式を行う予定です。
　選定にあたり、作品の絞り込みに当初の予定より時間を要し、最終選考が遅れましたこと、深くお詫びいたします。

コミュニティコンサート in 丸子
～ピアノの名曲の秘密を解き明かす！コンサート～
　公民館などの身近な会場で、プロの演奏家によるミニ･コンサートを
各地域で開催します。第１回目は、丸子地域にピアニストの仲

なか

道
みち

郁
いく

代
よ

さ
んをお迎えします。
　ワンコインで気軽に楽しめるコンサートですので、ご近所お誘いあわ
せの上お出かけください。
日　時 　５月25日㈰午後３時開演（４時終演予定）
場　所 　丸子文化会館（セレスホール）
料　金 　500円
 ※前売券はありません。
 　当日会場でお求めください（全席自由）。

子どものためのピアノワークショップ
～ピアノの音からイメージをひろげるってどんなこと？

　　ワクワクワークのピアノ体験～
　仲道郁代さんと一緒に、ピアノや音楽の楽しさを体験してみませんか。
ピアノを弾いたことがない子でも大丈夫！
日　時 　５月25日㈰午前10時30分～正午
場　所 　丸子文化会館（セレスホール）
対　象 　小中学生（保護者の見学可）
定　員 　先着30名
申し込み 　５月12日以降、電話で交流文化芸術センターへ。

芸術家ふれあい事業

　  交流文化芸術センター　TEL23・5219

ⒸKiyotaka Saito
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